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今
日
か
ら
4
月
。
新
た
な
人
と
の

出
会
い
や
仕
事
の
ス
タ
ー
ト
。
期
待

と
緊
張
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
本
年
の
1
月
か
ら
、
ご
み

の
出
し
方
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
指

定
ご
み
袋
制
度
」
へ
と
変
更
し
、
3

ケ
月
間
の
試
行
期
間
を
経
て
、
本
日

か
ら
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

す
。 そ

も
そ
も
、
こ
の
制
度
を
導
入
し

た
目
的
は
、
ご
み
の
分
別
を
進
め
、

可
燃
ご
み
に
約
2
割
近
く
含
ま
れ
て

い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
リ
サ
イ
ク

ル
用
の
資
源
ご
み
と
し
、
Ｃ
Ｏ
2

の
排

出
量
を
削
減
。
地
球
温
暖
化
に
市
を

あ
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
あ
わ

せ
て
ご
み
の
減
量
化
を
も
図
ろ
う
と
 

市民の皆様の市政に対するご意見、ご提案 
をお待ちしています。 
●市長メールアドレス：mayor@city.miki.lg.jp 
●「市長のふれあいページ」は、「市ホームページ」をご覧ください。 
●市ホームページアドレス：http://www.city.miki.lg.jp/

移動する主な窓口は次のとおりです。 

○豊かなくらし部 
三木市の創生に向けた

「まちづくり、ひとづくり、
しごとづくり」を実現する
ための取り組みを中心とな
って推進。 
・定住の促進　　　　   
・戦略的な情報発信 
・ふるさと納税の推進 
・商工業、農業及び観光の
振興 

○美しい環境部 
ごみの減量化、上下水道

の整備など生活環境の推進

とともに、消費者・防犯な

ど安全安心なまちづくりを

推進。 

・環境政策及びごみ処理 

・上下水道事業 

・消費者相談 

・防犯 

○こども未来部 
0歳から15歳までの子ど

もの教育と保育の垣根をな

くすとともに、子どもの成

長にあわせた子育て支援策

を切れ目なく推進。 

・学校教育（話せる英語教

育） 

・幼保一体化の推進 

・子育て支援の充実 

○教育企画部 
市長部局と連携を図りな

がら教育改革に取り組むと

ともに、教育政策を力強く

推進。 

・教育政策の企画立案 

・教育施設の管理 

・学校給食 

・文化とスポーツの振興 

課　　名 ３月末まで ４月１日から 

子育て支援課 

就学前教育・保育課 

縁結び課 

いじめ防止センター 

市役所3階西側 

市役所3階 

市役所4階 

教育センター2階 

市役所3階東側 

市役所5階 

市役所3階 

教育センター3階 

※「ふるさと納税」は財政課から営業課に移動 

● ２３ ●～● ２１ １９ 、 

平成27年4月に市の組織を9年ぶりに大きく改正します。この度の特集１では、その主な内容を

お知らせします。 

国の大きな方針である「地方創生」を受け、将来の三木の生き残りをかけた三木版地方創生を

進めるとともに、教育改革などの実現に向け組織を改正します。 

①地方創生の推進　三木の「人口ビジョン・総合戦略」を定め、産業振興、子育て支援、まち
おこしなど、市を挙げて地方創生に取り組みます。 

②美しい環境づくり　三木の美しい自然環境を次世代に誇りをもって引き継ぐとともに、暮らし
の安全安心づくりを一元的に取り組みます。 

③教育改革の推進　三木の将来を担うこどもたちのすこやかな成長を育むため、新たに「教育
大綱」を定め、教育・保育を一体的に推進します。 

これまでの組織との主な変更点は次のとおりです。 
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（市）調整課 問 

教育企画部 
教育政策、給食、奨学金、 
文化スポーツ 

美しい環境部 
環境、ごみ、上下水道、 
消費者、防犯　　 

地方創生、 
商工観光、 
農業振興 

豊かなくらし部 

こども未来部 
幼稚園、保育園、学校、 
アフタースクール、子育て支援 

部の垣根を 
越える「コン 
シェルジュ」 
を設置 

平成27年度～ 改　正　前 

新 

新 

新 

新 

市民ふれあい部 

産業環境部 

教育部 

市
　
長
　
部
　
局
 

教
育
委
員
会
 

事
務
局
 

上下水道部 

上下水道 

商工観光、農業 

環境・ごみ、消費者、防犯 

給食、奨学金、文化スポーツ 

幼稚園、学校、 
アフタースクール 

統合 

統合 

教育との 
連携強化 

ま
ご
 こ
 

子育て支援、保育園 

す
る
も
の
で
す
。 

平
成
25
年
1
月
か
ら
26
年
３
月
ま

で
の
1
年
3
ケ
月
間
、
市
内
4
地
域

を
モ
デ
ル
と
設
定
す
る
中
で
、
市
販

の
ご
み
袋
に
「
分
別
シ
ー
ル
」
を
貼

付
し
た
こ
と
に
よ
る
分
別
の
成
果
を

踏
ま
え
て
、
こ
の
た
び
指
定
ご
み
袋

制
度
を
導
入
し
ま
す
。 

「
日
本
一
美
し
い
ま
ち
」
を
掲
げ

て
、
足
掛
け
８
年
。 

市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
は
た
と
え

わ
ず
か
で
も
、
８
万
人
が
力
を
合
わ

せ
て
マ
ナ
ー
を
守
り
徹
底
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
り
ま

す
。 実

施
当
初
は
「
取
り
残
し
」
な
ど

に
よ
り
、
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、
指
定
ご
み
袋
の
定

着
に
よ
り
ご
み
の
分
別
が
徹
底
さ
れ

る
こ
と
で
、
よ
り
美
し
い
環
境
を
将

来
の
孫
子
に
残
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

先
日
、
三
木
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
主
催
者

が
参
加
賞
と
し
て
「
指
定
ご
み
袋
」

を
配
布
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
、

市
民
の
皆
様
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
さ
れ
て
い
る
心
意
気
に
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。 

み
ん
な
で
「
日
本
一
美
し
い
ま
ち
」

を
実
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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平成37年（2025年）には団塊の世代が75歳以上となり介護の需要がさらに高まります。これを

受け地域全体で高齢者を支える仕組（地域包括ケアシステム）をつくるとともに今後も持続でき

る介護保険制度とするため、本年４月から次のように介護保険制度を改正します。 

低所得者に対する保険料の軽減を

拡充。また、保険料の上昇をできる

限り抑えるため、所得や資産のある

人の利用者負担を見直します。 

①低所得者の保険料の軽減割合の拡

大 

②一定以上の所得のある利用者の自

己負担の増加 

③施設利用にかかる食費・居住費を

補填するため施設利用者の負担の

見直し 

高齢者が生きがいをもって暮らせるよう、次のような介護、医療、住まい、生活支援、介

護予防などのサービスの充実を図るとともに、住み慣れた地域で生活を継続できる仕組をつ

くります（図1参照）。 

①医師会等と連携し在宅医療・介護の体制を整え在宅サービスの充実 

②認知症の初期段階を集中して支援するチームの設置 

③介護の個別事例の課題を専門職で共有し質の向上を図る 

④高齢者が地域生活を維持できるよう生活支援サービスの充実・強化 

（参考）国の制度変更の主な内容 

①現行の要支援者への訪問介護や通所介護は、介護保険の給付対象から外れ、平成29年

4月から市の事業として実施（平成27年4月～29年3月末までは現行どおり） 

②特別養護老人ホームの新規入所者を、原則、要介護3以上に限定 

平成27年度からは現在の5,050円に150円を加え
5,200円の保険料（月額基準額）とします。 

150円UP

5,050円 5,050円 

月額保険料 
（基準額） 

平成２４～２６年度 平成２７～２９年度 

５,２００円 

【理由】 
①高齢化により介護を受ける人が増えること 
②65歳以上の方の保険料の負担が22％となること 
③特別養護老人ホームなどの施設 
　整備を行うこと 全国平均は 

約５,５００円 
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問 （市）介護保険課 

地域で高齢者を支える仕組は、おおむね30分以内に必要なサービスが提供

される日常生活圏域（具体的には中学校区）を単位として想定しています。 

・自宅 
・サービス付き高齢者向け住宅等 

■施設・居住系サービス 
・介護老人福祉施設 
・介護老人保健施設 
・認知症共同生活介護  等 

通所・入所 

（仮称）在宅医療・ 
介護連携支援センター 

■日常の医療 
・かかりつけ医 
・地域の連携病院 

■在宅系サービス 
・訪問介護、訪問看護、 
　通所介護 
・小規模多機能型居宅介護 
・短期入所生活介護 
・24時間対応の訪問 
　サービス  等 

認知症の人 

・地域包括支援センター 
　（地域ケア会議） 
・在宅介護支援センター 
・ケアマネジャー 

図１ 

・急性期病院 
・回復期 
　リハビリ病院 



5,425

4,783 4,554 4,512
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問 （市）総務課　人事グループ 

〈表４〉特別職等の年収の状況 

平成26年度は、平成17年度と比較して正規職員の人件費が約17億5千万円（28％）減少する一

方、非常勤職員の賃金は約9千万円（15%）増加。その結果、合計では約16億6千万円（24%）減

少しています。〈表３〉 

〈表３〉決算額の推移（一般会計） （単位：百万円） 

7,000 

6,500 

6,000 

5,500 

5,000 

0 

 

〈表５〉役職別平均年収 （行政職給料表適用者、全ての会計、単位：万円） 

H17年 区　　　　分 
H26－H17
増減 

部 　 長 　 級（8級） 

課長・副課長級（7級） 

課長補佐・係長級（5～6級） 

一 般 職（1～4級） 

全　　　　体 

945 

873 

798 

605 

741

H18年 

901 

860 

781 

585 

715

H19年 

920 

861 

779 

570 

708

H20年 

923 

848 

790 

583 

711

H21年 

885 

825 

766 

567 

689

H22年 

853 

790 

740 

548 

664

H23年 

856 

785 

728 

559 

665

H24年 

857 

773 

727 

569 

667

H25年 

846 

765 

739 

559 

662

H26年 

843 

765 

740 

567 

667

△102  

△108  

△ 58  

△ 38  

△ 74 

※「増減」欄は平成17年と平成26年の比較、平成21年から5年間続けた給与カットを平成26年に解除。 

賃　金 

人件費 

※人件費（賃金）には、事業主が負担すべき共済費（社会保険料）・退職手当負担金（雇用保険料） 
　を含んでいます。 

①職務職階にふさわしい給料が支払われず、昇格せずとも上位の級の給料が受け取れる、いわゆ

る「わたり」の給料表を是正し、国に準拠した給料表に切り替えます。 

②国や他の市町の特殊勤務手当の支給状況を考慮し、月額で支給する特殊勤務手当を廃止します。 

市　　　長 

副　市　長 

教　育　長 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

980 , 0 0 0円 

810 , 0 0 0円 

720 , 0 0 0円 

554 , 0 0 0円 

478 , 0 0 0円 

423 , 0 0 0円 

4 . 1月 

報酬等（月額） 期末手当等 
（支給割合） 

1 , 6 0 3  

1 , 3 6 3  

1 , 1 6 8  

9 1 6  

7 9 1  

7 0 0

職　　　名 年収（万円） 

※それぞれの役職を1年間務

めた場合に、実際に個人に

支給される金額（税引前）

です。 

5,219

707

5,270

716

6,264

6,877

613

H17 H24 
 

H25 
 

5,860

6,458

598

H18

5,655

6,314

659

H19

5,563

6,239

676

H20

5,148

5,793

645

H21

4,953

5,633

680

H22 H23

5,074

5,717

643
5,4255,4255,425

642

H26 
（見込） 

4,7834,7834,783 4,5544,5544,554 4,5124,5124,512
年度 
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平成26年度は、平成17年度と比較して人口千人当たりの職員数は2.3人減少しています。〈表２〉 

〈表２〉人口千人当たりの正規職員数（一般会計） 

年度 

より透明性のある行政を進めるため、市民の皆様に、市の正規職員・非常勤職員（嘱託職員・

アルバイト職員）の給与や人数などについて平成２６年度の状況を公表します。 

平成17年度からの職員数の推移をみると、正規職員は214人（31%）減少し、非常勤職員は

132人（50%）増加しています。 

正規職員は適正な職員数をめざして削減してきた一方、子育て支援や教育環境を充実したた

め、非常勤職員が増えています。〈表１〉             

〈表１〉職員数の推移（一般会計） （各年度４月１日現在、単位：人） 

年度 

1,000 

900 

800 

700 

600 

500 

0 

 

（各年度４月１日現在、単位：人） 

正規職員 

嘱託職員 

アルバイト 
職員 

三木市 

小野市 

H17

8.3

6.86.8

H18

7.97.9

6.86.8

H19

7.7

6.6

H20

7.5

6.46.4

H21

7.0

6.36.3

H22

6.7

6.2

H23

6.7

6.2

H24

6.5

6.0

H25

6.1

5.85.8

H26

6.06.0

697

959

191

71

H17

665

939

182

92

H18

641

975

209

125

H19

620

937

197

120

H20

584

921

206

131

H21

557

922

217

148

H22

545

895

196

154

H23

521

880880880

215

144

H24

495

870870870870870

229

146

483

877

229

165

H25 H26

8.5 

8.0 

7.5 

7.0 

6.5 

6.0 

5.5

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
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募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 



平成27年4月号　広報みき 9

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
 

告
示
日
　
4
月
3
日
㈮
 

投
票
日
　
4
月
12
日
㈰
 

　
　
　
　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時
 

 三
木
市
議
会
議
員
選
挙
 

告
示
日
　
4
月
19
日
㈰
 

投
票
日
　
4
月
26
日
㈰
 

　
　
　
　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時
 

 投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
が
あ
る
人
は

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
を
 

投
票
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で
投
票
で
き
な
い

方
は
、
投
票
日
の
前
に
期
日
前
投
票
や

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

期
日
前
投
票
 

▼
投
票
期
間
 

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
 

4
月
4
日
㈯
〜
11
日
㈯
 

三
木
市
議
会
議
員
選
挙
 

4
月
20
日
㈪
〜
25
日
㈯
 

▼
投
票
時
間
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
 

▼
投
票
場
所
 

・
市
役
所
5
階
中
会
議
室
 

・
吉
川
支
所
多
目
的
室
 

▼
投
票
で
き
る
方
 

期
日
前
投
票
を
行
な
う
日
に
選
挙
権

が
あ
る
方
 

▼
投
票
に
必
要
な
も
の
 

入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、
裏

面
の
「
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
投
票
所
に
持
っ
て
行
く
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
ま
す
。
入
場
券
が

な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
が
、
宣
誓
書

の
提
出
は
必
要
で
す
。 

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
何
も
持
た

ず
に
投
票
所
へ
行
き
、
係
員
の
指
示
に

従
い
、
投
票
所
に
備
え
付
け
の
宣
誓
書

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 不
在
者
投
票
 

▼
投
票
で
き
る
方
 

投
票
日
に
は
20
歳
に
達
す
る
が
、
期

日
前
投
票
を
行
う
日
に
は
20
歳
未
満
の

方
は
不
在
者
投
票
に
該
当
し
ま
す
。 

▼
投
票
場
所
 

市
役
所
5
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
室
（
吉
川
支
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
） 

投
票
期
間
、
時
間
は
期
日
前
投
票
と

同
じ
。 

 そ
の
他
の
不
在
者
投
票
 

◆
病
院
に
入
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

所
し
て
い
る
方
の
投
票
 

指
定
施
設
（
不
在
者
投
票
が
で
き
る

施
設
）
に
入
院
・
入
所
中
の
方
は
、
施

設
内
で
投
票
が
で
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。 

◆
遠
隔
地
で
の
投
票
 

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
、
選
挙
期
間
中

に
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞

在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

あ
ら
か
じ
め
三
木
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
投
票
用
紙
等
の
請
求
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
郵
便
で
の
往
復
に
時
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。 

請
求
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
（市）
選
挙

管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。 

 ◆
郵
便
等
に
よ
る
投
票
 

　
　
　
〜
早
め
に
手
続
き
を
〜
 

身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

郵
便
な
ど
に
よ
っ
て
投
票
が
で
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
、「
広
報
み
き
」
3
月
号
の

14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
期
間
中
、「
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
」

と
「
三
木
市
議
会
議
員
選
挙
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
両
選
挙
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
告
示
日
以
降
に
発
行
す
る
「
広
報
み
き
　
選

挙
特
集
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（市）
選
挙
管
理
委
員
会
 

問 

みんなの一票大切に！ 

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
座 

募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 

車を運転できない方や公共交通機関が近くにない方の

移動手段として自由が丘地域でニコニコふれあいバスを

運行する「ニコニコグループ」。 

自由が丘中公園を基点として駅や病院、公民館などに

運行するほか、北播磨総合医療センター行きの直通バス

に乗り継ぎができるようになっています。 

会長の見口さんは ｢利用者の方にとても喜んでいただ

いている。また、バスが交流の場となり我々も元気をも

らっている。これからも安全運行を続けるとともに、よ

り良い地域貢献をしていきたい｣と話されました。 

運行日（6便/日） 

月～金曜（自由が丘中公園発） 

○東ルート：午前9時～ 

○西ルート：午前9時45分～ 

・ニコニコグループ　�85－2515 

・わくわくステーション　�87－0989
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三木市のイチゴの産地化をめざし、吉川地区のイチゴ

生産農家8戸によって結成された「三木市いちご研究会」。 

安全・安心でおいしいイチゴを消費者に届けるため、

県認証食品 ｢ひょうご推奨ブランド｣ を取得した「みき

いちご」を栽培。県加西農業改良普及センター指導のも

と生産技術や品質の向上、販路拡大などを検討する研修

のほか、地元小学校の新入生などをイチゴ狩りに招待さ

れています。 

会長の永塩さんは「たくさんの方に“みきいちご”を

食べていただき、三木のイチゴの良さを知ってもらいた

い。三木の新たな特産物として全国に広めるとともに、

イチゴ狩りなど観光としても三木の魅力を発信していき

たい」と抱負を語られました。 

問 



教育長 
（委員兼務） 

教育委員長 教育委員 

新「教育長」 
（任期3年） 

教育委員（任期4年） 
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教育行政における責任の明確化、迅速な危機管理体制の構築、市長との連携強化を図るため、

教育委員会制度が次のように変わります。 

任免 

改
　
正
　
前
 

教育委員会＝執行機関 

事
務
局
 教育長 

（委員兼務） 
教育委員長教育委員長 教育委員教育委員 教育長 

（委員兼務） 
教育委員長 教育委員 

任命 

首長 指揮・監督 

改
　
　
正
　
　
後
 

任免 

首長 

教育委員会＝執行機関 

事
務
局
 新「教育長」 

（任期3年） 
新「教育長」 
（任期3年） 

招集・参加 

参加 

総合教育会議 
大綱の策定、教育の条件整備 
など重点的に講ずべき施策等に 

ついて協議・調整 

指揮・監督 
教育委員（任期4年） 教育委員（任期4年） 

・（市）教育政策課・（市）調整課 問 

街
中
で
よ
く
見
か
け
る
マ
ー
ク
の
中
に
は
正
し
い
意

味
を
知
ら
ず
誤
解
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
例

を
紹
介
し
ま
す
。 

障
害
者
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
 

駐
車
場
等
で
普
段
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
こ
の
マ
ー

ク
は
、
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
建
物
、
施
設
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
表
す
た
め
の
世
界
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
で
す
。
こ
の
マ
ー
ク
は
「
す

べ
て
の
障
が
い
者
を
対
象
」
と

し
た
も
の
で
、
特
に
車
椅
子
を

利
用
す
る
障
が
い
者
を
限
定
し
、

使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

（
兵
庫
県
）
譲
り
あ
い
感
謝
マ
ー
ク
 

身
体
の
内
部
に
障
が
い
の
あ

る
人
や
難
病
患
者
の
方
な
ど
、

配
慮
の
必
要
な
こ
と
が
外
見
か

ら
わ
か
り
に
く
い
人
が
い
ま
す
。 

み
ん
な
に
や
さ
し
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
兵
庫

県
が
制
定
し
ま
し
た
。 

※経過措置により、旧教育長の在任期間は、一部改正前の制度が適用されます。 

教育委員長と教育長を一本化した「新教育長」の設置 
教育委員会のトップであった教育委員長と事務方のトップであった教

育長を一本化し、責任を明確化 

市長が教育に関する「大綱」を策定 
新設される「総合教育会議」において市長と教育委員会（5名）が協

議し、教育の振興に関する施策の大綱を市長が策定 

会議では、教育条件の整備など、重点的に問題を解決すべき施策につ

いて協議・調整 

改正後は、新教育長は市長が議会の同意を

得て直接任命と罷免をすることになります。 

教育委員会制度改革のイメージ 
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平成27年度「三木

市教育の基本方針」

の重点目標・取組は

右記のとおりです。

詳細は市ホームペー

ジをご覧ください。 

また、下記および

市民活動センター、

各市立公民館、三木

南交流センター、総

合隣保館で冊子を配

布しています。　 

 

・（市）学校教育課 

・（市）市民協働課 

・（市）人権推進課 

問 

（市）
障
害
福
祉
課
 

問 

子
ど
も
一
人
一
人
の
力
を
 

伸
ば
し
ま
す
 

「心豊かに　元気よく　学び続ける」 
ひ と づ く り 

教育目標 

・
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
 

・
地
域
・
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
 

・
学
び
た
い
と
き
に
学
べ
る
環
境
の
整
備
 

・
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
図
書
館
の
充
実
 

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
　
等
 

3
つ
の
柱（
重
点
目
標
） 

・安全・安心な学校園づくり 
（幼稚園舎等の耐震化、教職員危機管理ハンドブックの活用等） 
・確かな学力の向上 
（確かな学力向上プロジェクト事業、話せる英語推進事業の推進等） 
・豊かな心の育成（人権教育、道徳教育、ふるさと学習の充実） 
・幼保一体化の推進（カリキュラムの策定、園舎等の整備） 

重
点
取
組
 

主
な
実
践
項
目
・
取
組
 

・
就
学
前
教
育
・
保
育
の
推
進
 

・「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
 

・「
豊
か
な
心
」
の
育
成
 

・「
健
や
か
な
体
」
の
育
成
 

・
特
別
支
援
教
育
の
充
実
 

・
学
校
の
組
織
力
の
向
上
 

・
教
職
員
の
資
質
・
指
導
力
の
向
上
 

・
開
か
れ
た
学
校
園
づ
く
り
の
推
進
 

・
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
 

魅
力
あ
る
学
校
園
づ
く
り
を
 

す
す
め
ま
す
 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
 

大
切
に
す
る
生
涯
学
習
を
 

す
す
め
ま
す
 

ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
 

「
身
体
内
部
に
障
が
い
が
あ

る
人
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
身

体
内
部
（
心
臓
、
呼
吸
機
能
、

じ
ん
臓
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
、

免
疫
機
能
）
に
障
が
い
が
あ
る

方
は
外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く

い
た
め
、
様
々
な
誤
解
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

身
体
障
害
者
標
識
 

肢
体
不
自
由
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
免
許
に
条
件
を
付
さ
れ

て
い
る
方
が
運
転
す
る
車
に
表

示
す
る
マ
ー
ク
で
、
表
示
に
つ

い
て
は
努
力
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
座 

募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 
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エフエムみっきぃ春の番組新編成では、「地域の出来事をいち早く伝える」「街の人や音などを積

極的に放送で取り上げる」「文化・スポーツ行事の企画・放送活動を拡充する」などを目標に地域

密着の放送活動を強化していきます。 

①地域の情報をいち早く詳しく伝えます 
生ワイド番組では、ラジオメディアの特性

を生かして、三木周辺のニュース、話題、生

活情報やイベント情報を伝えます。 

②積極的に街へ出かけます 
夏祭り、秋祭り、金物まつりなどの「生中継」

を拡充。市民の集いやイベントなどの中継も

増やします。出前放送にも応じます。 

③市民参加番組をさらに増やします 
「シニアが創る生ワイド番組」や「市民川柳

番組」などの番組へも、放送ボランティア（み

っきぃず）が出演します。 

④災害・緊急時に強い放送局をめざします 
防災意識を高めるための「防災番組」や災害

情報、安心情報を防災機関や近隣ラジオ局、

市民の皆様と連携し届けます。 

⑤市民の文化発展をサポートします 
各種イベントの開催・サークル活動など、

市民の皆様の文化活動を積極的に応援します。

気軽にご相談ください。 

MIKI FM Radio Station

76.1ＭＨｚ http://www.fm-miki.jp/　� 86－0761　� 86－1761エフエムみっきぃ 

▼
対
象
と
な
る
市
税
・
保
険
料
 

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

固
定
資
産
税
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
） 

▼
対
象
と
な
る
金
融
機
関
 

三
井
住
友
銀
行
、
池
田
泉
州
銀
行
、

み
な
と
銀
行
、
日
新
信
用
金
庫
、
姫
路

信
用
金
庫
、
播
州
信
用
金
庫
、
尼
崎
信

用
金
庫
、
中
兵
庫
信
用
金
庫
、
兵
庫
県

信
用
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
 

▼
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
 

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
 

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
（
被
保
険

者
証
等
） 

▼
申
込
場
所
 

（市）
税
務
課
、
（市）
医
療
保
険
課
、
（市）

介
護
保
険
課
、
（市）
会
計
室
、
（市）
吉
川
支

所
市
民
生
活
課
、
吉
川
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
 

 ○
市
税
 

（市）
税
務
課
　
管
理
グ
ル
ー
プ
 

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

（市）
医
療
保
険
課
　
福
祉
医
療
グ
ル
ー
プ
 

○
介
護
保
険
料
 

（市）
介
護
保
険
課
　
保
険
給
付
グ
ル
ー
プ
 

市
役
所
窓
口
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
し
て
端

末
機
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
、
暗
証
番

号
を
入
力
す
る
だ
け
で
口
座
振
替
の
申
込
手
続

き
が
そ
の
場
で
で
き
る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。
口
座
届
出

印
が
不
要
で
、
申
し
込
み
か
ら
口
座
振
替
開
始

ま
で
の
期
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
従
来
の
口
座
振
替
依
頼
書
（
口
座
届

出
印
が
必
要
）
に
よ
る
申
し
込
み
も
、
金
融
機

関
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。 

問 

▲「ペイジー口座振替受付サービス」 
　の端末機 
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市
で
は
、
三
木
金
物
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
度
三
木
金
物
ニ
ュ

ー
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
賞
の
応
募
製
品
を
募
集
し
ま
す
。 

平
成
26
年
度
の
学
生
納
付
特
例
を

申
請
し
た
方
へ
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
継
続
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
順

次
発
送
し
て
い
ま
す
。4
月
か
ら
も

引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す

る
方
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合
や
在
学

し
て
い
る
学
校
等
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
次
の
と
お
り
継
続
申
請
の
手

続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
受
付
　
4
月
1
日
㈬
〜
 

▼
場
所
 

・
（市）
市
民
課
　
年
金
グ
ル
ー
プ
 

・
（市）
吉
川
支
所
　
市
民
生
活
課
 

▼
必
要
な
も
の
 

・
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在

学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書
 

・
印
鑑
（
本
人
申
請
の
場
合
は
不
要
） 

学
生
納
付
特
例
お
よ
び
免
除
申
請

は
、
申
請
時
点
の
2
年
1
カ
月
前
の

月
分
ま
で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請

が
遅
れ
る
と
障
害
年
金
な
ど
を
受
け

取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

（市）
市
民
課
　
年
金
グ
ル
ー
プ
 

市内中小企業の円滑な資金調達を

支援します。 

資金使途・貸付限度額 
・一般資金（運転・設備）2,000万円 

・小規模事業者無担保無保証人資金

（運転・設備）1,250万円 

・公害防止設備資金  800万円 

・起業家支援資金（運転・設備）、

新分野進出支援資金（運転・設備）

1,000万円 

利率　1.1％ 
信用保証料の補給 
補給率50％（小規模事業者無担保

無保証人資金は100％） 

利息補給 
・公害防止設備資金　補給率60％～

100％ 

・小規模事業者無担保無保証人資金

補給率100％ 

取扱金融機関 
市内の銀行、信用金庫、信用組合、

ＪＡの各支店等 

※この融資あっせん制度は別途信用

保証料が必要です。取扱金融機関ま

たは信用保証協会の審査により、融

資を受けられない場合があります。 

（市）商工観光課 商工振興グループ 

▼
対
象
製
品
 

申
請
者
が
企
画
開
発
し
、
製
品
の
大

部
分
が
三
木
市

お
よ
び
隣
接
市

町
で
生
産
さ
れ

た
次
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま

る
製
品
の
う
ち
、

特
に
新
規
性
に

優
れ
た
も
の
。 

①
利
器
工
匠
具
類
 

②
作
業
工
具
お
よ
び
そ
の
他
工
具
類
 

③
機
械
お
よ
び
機
械
部
品
・
取
付
具
 

④
建
築
金
物
類
 

⑤
三
木
金
物
産
業
お
よ
び
三
木
金
物
関

連
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
製
品
 

▼
応
募
資
格
 

市
内
に
住
所
と
主
た
る
事
業
所
が
あ

る
個
人
ま
た
は
、
市
内
に
本
店
が
あ
る

法
人
で
あ
っ
て
、
市
税
を
完
納
し
て
お

り
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
 

①
自
社
の
生
産
設
備
を
有
し
、
応
募
製

品
の
製
造
業
を
営
む
個
人
ま
た
は
法

人
 

②
応
募
製
品
の
企
画
開
発
を
自
ら
行
い

販
売
す
る
卸
売
業
を
営
む
個
人
ま
た

は
法
人
 

▼
募
集
点
数
　
1
社
3
点
以
内
 

▼
募
集
期
限
　
4
月
30
日
㈭
 

▼
応
募
方
法
 

応
募
用
紙
（
（市）
商
工
観
光
課
に
備
え

付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
製
品
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（市）
商
工
観
光
課
　
か
な
も
の

振
興
グ
ル
ー
プ
 

応
募 

問 
・ 

問 

問 

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
座 

募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 



高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
神
姫

バ
ス
・
神
姫
ゾ
ー
ン
バ
ス
・
神
戸
電
鉄

の
運
賃
・
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
 

○
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和

21
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
） 

○
身
体
障
害
者
手
帳
第
１

種
の
方
 

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
 

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
の
方
 

▼
乗
車
券
の
種
類
 

次
の
種
類
の
中
か
ら
１

人
２
枚
（
冊
）
ま
で
交
付

し
ま
す
。 

○
神
姫
バ
ス
・
神
姫
ゾ
ー

ン
バ
ス
 

・
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
引
換
券
 

・
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
チ
ャ
ー
ジ
券
 

○
神
戸
電
鉄
す
ず
ら
ん
カ
ー
ド
 

○
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
 

○
神
姫
バ
ス
回
数
券
 

○
神
姫
ゾ
ー
ン
バ
ス
回
数
券
 

▼
負
担
金
 

乗
車
券
１
枚
（
冊
）
に
つ
き
５
０
０

円
の
負
担
金
が
必
要
で
す
。 

（
高
齢
者
の
方
で
平
成
26
年
度
住
民
税

非
課
税
の
方
は
１
枚
（
冊
）
負
担
金
な

し
） 

○
乗
車
券
等
の
交
付
は
年
１
回
で
払
い

戻
し
や
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。 

○
代
理
の
方
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。 

▼
申
請
方
法
 

４
月
初
め
に
対
象
者
へ
通
知
は
が
き

（
交
付
申
請
書
）
を
送
り
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
し
、〈
表
１
〉
の

会
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
障
が

い
の
あ
る
方
は
、
通
知
は
が
き
と
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

（市）
福
祉
課
（
高
齢
者
） 

（市）
障
害
福
祉
課
（
障
が
い
の
あ
る
方
） 
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・4月17日㈮以降は担当課・吉川健康福祉センターで手続きができます。 

〈表１〉助成券手続日時・場所 

午前9時30分～午後3時30分 

午前9時30分～午後3時30分 

午前9時30分～午後3時30分 

午前9時～午後4時 

午前9時30分～11時30分 

午後1時30分～3時30分 

午前9時30分～午後3時30分 

午後1時30分～3時30分 

午前9時30分～11時30分 

午後1時30分～3時30分 

4月 9日㈭

4月10日㈮ 

4月13日㈪

 

4月14日㈫ 

4月15日㈬ 

 

4月16日㈭

市民活動センター（福祉会館） 

緑 が 丘 町 公 民 館  

自 由 が 丘 公 民 館  

吉川健康福祉センター 

細 川 町 公 民 館  

別 所 町 公 民 館  

青 山 公 民 館  

志 染 町 公 民 館  

三木南交流センター 

口 吉 川 町 公 民 館  

月　日 時　　　間 場　　　所 

問 問 

高
齢
者
の
方
に
、
市
内
4
施
設
の
入

浴
料
金
を
一
部
助
成
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
 

市
内
に
住
所
が
あ
る
70
歳
以
上
の
方

（
昭
和
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
） 

▼
温
泉
施
設
等
利
用
助
成
券
の
対
象
施

設
 

○
吉
川
温
泉
よ
か
た
ん
 

○
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
木
　
槙
山
温
泉
・

森
の
湯
 

○
天
然
温
泉
　
湯
庵
 

○
竹
乃
湯
温
泉
 

▼
交
付
枚
数
 

１
冊
（
3
0
0
円
×
10
枚
）
無
料
 
 

▼
利
用
方
法
 

温
泉
施
設
等
利
用
助
成
券
を
持
参
し
、

助
成
額
を
除
い
た
入
浴
料
金
等
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
利
用
前

に
施
設
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
方
法
 

対
象
者
の
方
に
通
知
は
が
き
（
バ
ス

等
運
賃
助
成
と
同
じ
）
を
送
り
ま
す
。

〈
表
１
〉
の
会
場
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。 

（市）
福
祉
課
 

応
募 

問 
・ 金

婚
夫
婦
を
祝
福 

祝
い
状
・
記
念
写
真
を 

贈
り
ま
す 

家
族
介
護
者
交
流
会 

結
婚
50
年
目
を
迎
え
る
夫
婦
の
さ

ら
な
る
健
康
を
願
っ
て
祝
い
状
と
記

念
写
真
を
贈
り
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
（市）
福
祉
課
ま
た
は
吉
川
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
記
念
写
真
撮
影
券
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
日
に
指
定

写
真
店
で
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
　
昭
和
41
年
中
に
結
婚
し
、

市
内
に
居
住
す
る
夫
婦
 

（市）
福
祉
課
 

▼
日
時
　
4
月
16
日
㈭
 

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
3
時
 

▼
場
所
 
市
役
所
5
階
　
大
会
議
室
 

▼
対
象
　
高
齢
者
の
お
世
話
を
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
し
て
い
た
方
 

▼
内
容
　
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
申
込
期
限
　
4
月
14
日
㈫
 

　
　
　
（市）
介
護
保
険
課
 

　
　
　
介
護
予
防
グ
ル
ー
プ
 

問 
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国
の
法
律
改
正
に
と
も
な
い
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き
な
い
方
の
名
簿
を

市
が
作
成
し
ま
す
。 

ま
た
、
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
そ
の
情
報
を
避
難
の
支
援
を
行
う
地
域
の
支
援

者
（
民
生
委
員
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
）
に
提
供
し
、
平
常
時
か
ら
避
難
の
方
法

を
考
え
た
り
、
見
守
り
活
動
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

市
で
は
名
簿
の
作
成
に
あ
た
り
、〈
表
1
〉
に
該
当
す
る
方
に
調
査
書
を
4
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。 

調
査
書
が
届
い
た
方
は
、
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
要
介
護
認
定
３
〜
５
を
受
け

て
い
る
方
 

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
ま
た
は

２
級
を
所
持
す
る
方
 

●
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
す
る
方
 

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
所
持
す
る
方
 

●
市
の
生
活
支
援
を
受
け
て
い

る
難
病
患
者
 

●
三
木
市
災
害
時
要
援
護
者
に

登
録
し
て
い
る
方
 

●
市
町
村
は
、
寝
た
き
り
や
身
体
の
不

自
由
な
方
で
1
人
で
避
難
で
き
な
い

方
の
名
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

●
災
害
時
は
、
本
人
の
同
意
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
そ
の
方
を
支
援
す
る
者

に
名
簿
を
提
供
で
き
る
。 

●
ま
た
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
は
、

災
害
時
に
円
滑
に
避
難
の
支
援
が
で

き
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
名
簿
を
支
援

者
に
提
供
し
、
訓
練
や
支
援
体
制
の

整
備
に
活
用
す
る
。 

●
名
簿
の
提
供
を
受
け
た
者
は
、
守
秘

義
務
が
課
さ
れ
る
。 

（市）
危
機
管
理
課 

問 

〈表1〉調査書を送付する方 

災害対策基本法が改正され、決められた内容 

▼
調
査
内
容
 

次
の
２
つ
の
事
項
に
つ
い
て
調
査

し
ま
す
。 

①
あ
な
た
は
災
害
の
と
き
、
避
難
す

る
の
に
誰
か
の
支
援
が
必
要
で
す

か
。 

②
あ
な
た
の
情
報
を
民
生
委
員
や
自

主
防
災
組
織
な
ど
に
お
知
ら
せ
し

て
も
よ
い
で
す
か
。 

 調
査
書
が
届
い
た
方
々
は
、
必
ず
開

封
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。 

す
で
に
、
災
害
時
要
援
護
者
に
登
録

し
て
い
る
方
も
改
め
て
確
認
を
し
ま
す

の
で
、
必
ず
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。 

本
人
が
直
筆
で
き
な
い
場
合
は
、
家

族
等
代
理
の
方
が
記
入
の
う
え
、
必
ず

返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。 

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
座 

募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 
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商
品
や
契
約
に
関
す
る
苦
情
や
多
重

債
務
に
関
す
る
こ
と
 

▼
日
時
　
月
・
火
・
木
・
金
曜
 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

（
祝
日
と
第
４
木
曜
を
除
く
） 

▼
場
所
　
市
役
所
2
Ｆ
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

（市）
環
境
政
策
課
 

問 

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
心
当
た
り
の
な
い
１８
万
円
の
請
求
が
届
い
た
の

で
、
確
認
す
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
利
用
料
金
だ
っ
た
。
驚
い
て
ゲ
ー

ム
に
熱
中
し
て
い
る
中
学
生
の
息
子
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ゲ
ー
ム
内
の
有
料

ア
イ
テ
ム
が
欲
し
く
な
り
年
齢
確
認
画
面
に
２０
歳
と
偽
っ
て
登
録
、
親
の
財

布
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
番
号
を
入
力
し
て
決
済
し
た
と
の

こ
と
。
同
意
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
取
り
消
し
た
い
。
　
　（
４０
代
　
女
性
） 

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ゲ
ー
ム
機

な
ど
様
々
な
機
器
で
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

気
軽
に
楽
し
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
。

事
例
の
よ
う
に
大
人
の
知
ら
な
い
間
に

子
ど
も
が
無
断
で
カ
ー
ド
決
済
し
て
ゲ

ー
ム
に
の
め
り
込
み
、
後
に
高
額
請
求

さ
れ
る
と
い
っ
た
相
談
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

小
遣
い
を
超
え
る
ゲ
ー
ム
代
に
つ
い

て
は
未
成
年
者
取
消
し
の
主
張
も
可
能

で
す
が
、
子
ど
も
が
年
齢
を
偽
っ
て
登

録
し
た
り
、
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
利
用
さ
れ
た
場
合
は
管
理
責
任
が
問

わ
れ
た
り
す
る
た
め
、
返
金
が
難
し
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

【
ア
ド
バ
イ
ス
】 

◎
子
ど
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
利

用
さ
せ
る
場
合
、
機
器
の
機
能
や
ゲ

ー
ム
の
仕
組
み
を
子
ど
も
と
一
緒
に

確
認
し
、
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
作
り

が
大
切
で
す
。 

◎
有
料
ゲ
ー
ム
で
は
、
未
成
年
者
の
月

額
利
用
に
制
限
を
設
け
て
い
る
ゲ
ー

ム
会
社
も
多
数
あ
り
ま
す
。
登
録
時

の
年
齢
は
正
確
に
入
力
し
て
遊
ば
せ

ま
し
ょ
う
。 

◎
高
額
課
金
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
情
報
を
登
録
し
て
い
る

サ
イ
ト
Ｉ
Ｄ
等
の
管
理
に
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。 

特別区分（情報処理・心理相談・武道）や採用試験資料（受験申込書等）の請求などは、兵庫県警のホ
ームページをご覧いただくか、下記まで問い合わせてください。 
　　　兵庫県警察官採用センター　�078－371－4515　〒６５０-８５１０  神戸市中央区下山手通５丁目４番１号 申込 問 ・ 

受付期限　●●インターネット：4月3日㈮ 午後1時まで　●●郵送：4月10日㈮消印有効　●●持参：4月16日㈭

昭和54年10月2日以降に生まれた人
（4年制大学を平成28年3月に卒業見
込みの人は、昭和55年4月2日以降に
生まれた人） 

学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定する
4年制大学（これと同等と認める大学等を含む。
以下同じ。）を卒業した人又は4年制大学を平成
28年3月までに卒業見込みの人 

昭和54年10月2日から平成9年10月1日
までに生まれた人 

Ａ区分以外の人（学校教育法に規定する高等学
校（これと同等と認める高等学校等を含む。）
を平成28年3月までに卒業見込みの人を除く。） 

265人程度 

25人程度 

30人程度 

5人程度 

採用予定 
人　　員 

試験区分 
試　験　資　格 

年　齢 学　歴 ・ 専門的技能 

男
性
 Ａ

 一
般
区
分
 Ｂ

 

女
性
 
男
性
 女
性
 

5月10日㈰  午前8時45分～午後2時30分 

5月25日㈪～6月5日㈮の内1日 

6月21日㈰～7月10日㈮の内1日 

県内4会場 

教養・論文試験当日にお知らせします 

体格・体力検査当日にお知らせします 

教養･論文試験 

体格･体力検査 

面接試験 
適性･身体検査 

第二次 
試験 

第一次 
試験 

試験別 試験日等 試験会場 

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
座 

募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 
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市
民
の
皆
様
と
消
防
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
災

害
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
「
三
木

市
消
防
大
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
第
2
部
の
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
は
水
消
火
器
や
ポ
ン
プ
車
か
ら
の
放
水

体
験
や
は
し
ご
車
と
の
綱
引
き
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
4
月
5
日
㈰
 

9
時
30
分
〜
正
午
 

▼
会
場
　
文
化
会
館
 
駐
車
場
・
ホ
ー
ル
 

▼
内
容
 

第
1
部
　
部
隊
訓
練
（
駐
車
場
） 

・
部
隊
行
進
、
車
両
行
進
、
操
法
披
露
、

一
斉
放
水
 

第
2
部
 

・
式
典
（
小
ホ
ー
ル
）
 

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
（
駐
車
場
） 

日時　4月11日㈯ 
午前9時～正午 

場所　消防本部  
参加費　無料 
定員　30名 
AEDを使用します。 

広野分署に最新型高規格
救急車を更新配備しました。 
救急車は、救急救命士が

車内で気管挿管など高度な
救命処置を行いながら傷病
者を搬送できる車両となっ
ています。 
（市）消防署　救急救助課 
�89－0173

雨
天
の
場
合
 

・
第
1
部
　
部
隊
行
進
の
み
中
止
。
 

・
第
2
部
　
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
は
み

っ
き
ぃ
ホ
ー
ル
・
み
っ
き
ぃ
広
場
で

実
施
。
 

（市）
消
防
本
部
　
総
務
課
 

�

8
9
ー
0
1
7
0

問 

▲昨年の「ふれあいコーナー」放水体験の様子 

問 

言
葉
巧
み
に
消
火
器
の
販
売
や
点
検
を
行
う
よ

う
に
迫
り
、
代
金
を
騙
し
取
る
悪
質
な
事
案
が
県

内
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
訪
問
販
売
等
の
手
口
 

①
「
行
政
か
ら
来
ま
し
た
。
法
律
で
一
般
家
庭
に

消
火
器
を
置
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
登
録

料
と
し
て
○
○
○
円
必
要
で
す
」 

②
「
町
内
会
の
決
ま
り
で
消
火
器
を
各
家
庭
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」 

③
突
然
事
業
所
を
訪
れ
消
火
器
の
点
検
を
行
い
、

点
検
終
了
を
示
す
紙
に
署
名
を
要
求
し
、
点
検

費
用
を
請
求
す
る
。 

▼
注
意
す
る
こ
と
 

・
契
約
書
（
預
か
り
書
）
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
。
 

・
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る
。
 

・
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る
。
 

・
業
者
が
居
座
っ
た
り
、
脅
迫
的
な
言
動
に
出
た

と
き
は
、
近
く
の
警
察
署
や
消
防
署
へ
通
報
す

る
。
 

・
一
般
住
宅
に
消
火
器
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

・
消
防
署
員
や
消
防
団
員
は
、
消
火
器
の
販
売
を

行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（市）
消
防
本
部
　
予
防
課
 

�

8
9
ー
0
1
7
1
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4月から感染管理認定看護師が対応する「相談外来」を実施し

ます。対象は患者・家族・介護者です。ご利用ください。なお、

施設や訪問看護、介護に携わっている方の相談にも応じます。 

相談内容 
・感染症にかかったときの日常生活

の注意点 

・家庭における医療器具の消毒、管

理方法 

・感染予防に関する基礎知識など 

例 
・尿道留置カテーテルをつけたまま

自宅で過ごす注意点 

・感染症があると言われたが、家で

はどのような点に注意すればよい

のか 

・インフルエンザや食中毒が心配 

・ワクチン接種について 

相談日　月曜 
　午前9時～午後4時（要申込） 

担当者　感染管理認定看
護師 

　　　　北播磨総合医療セ

ンター　地域医療連携室 

　�88－8800

“ハローフレンズ” � 89・2410

スパングラー・アダム 
（オーストラリア出身） 

コッブ・デービット 
（アメリカ出身） 

カスバートソン・エマ 
（イギリス出身） 

チャン・サ マン サ  
（アメリカ出身） 

モルゲン・デヴォン 
（カナダ出身） 

２日 

９日 

１６日 

２３日 

３０日 

感染対策相談外来を開始 

申込 問 ・ 

下水道の供用開始区域を 
拡大　 

3月31日から、本町1丁目、本

町2丁目、福井、福井2丁目、宿

原、久留美、加佐、平田、自由

が丘本町2丁目、別所町高木、

近藤、小林、志染町御坂、井上、

安福田、吉田、東自由が丘3丁目、

吉川町古市の各一部地域で新た

に下水道の供用を開始しました。 

（市）下水道課　下水道業務係 

犬のフンの始末は飼主の 
責任です　 

最近、犬のフンの処理につい

ての苦情が多く寄せられていま

す。 

散歩などの際に犬のフンが放

置されたままになっているため、

不快な思いをしている方がいま

す。また衛生上も好ましくあり

ません。 

飼い犬のフンは飼主が家に持

って帰り、飼主の責任で処理し

ましょう。また、犬の散歩をす

る場合、必ず首輪にひもをかけ

て散歩させましょう。 

（市）環境政策課 

下水道への接続の 
お願い　 

供用開始区域で浄化槽やくみ

取り便所を使用している家庭は、

し尿と生活排水を公共下水道に

放流できるように、すみやかに

排水設備工事をお願いします。 

また、農業集落排水区域の未

接続家庭も農業集落排水への接

続をお願いします。 

（市）下水道課　下水道管理係 

問 

問 

4月15日～5月14日は「みどり
の月間」です。 
かけがえのない森と緑を守り

育てていくため、「緑の募金」
への協力をお願いします。 
三木市緑化推進委員会事務局 
（市）農業振興課 農業政策グ
ループ 

緑の募金のお願い 

すぐに動物愛護センターや警
察署に連絡しましょう。 
（県）動物愛護センター　三木

支所　�84－3050

ペットが迷子になったら 

市民活動センター 
臨時休館日　 

設備点検などのために休館し

ます。 

休館日(木曜) 
4月16日、5月21日、6月18日、

7月16日 

（市）市民協働課　市民交流・

NPO育成グループ 

自
分
で
帰
れ
な
い
ワ
ン
！

帰
り
道
が
分
か
ら
ん
ニ
ャ
ー
！

出演者を変更する場合があります。 

問 

問 
問 

問 

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
座 

募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 

相談無料 
北播磨総合医療センター 
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三
木
市
人
権
・
同
和
教
育
協
議
会
　
人
権
教
育
・
啓
発
専
門
員
　
東
　
田
　
寿
　
啓
  

今
年
は
「
同
和
問
題
の
早
急

な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り

国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と
指
摘

し
た
同
和
対
策
審
議
会
答
申
が

出
さ
れ
て
50
年
の
節
目
に
当
た

り
ま
す
。
こ
の
半
世
紀
の
間
に

様
々
な
取
組
が
な
さ
れ
「
い
ま

ど
き
部
落
差
別
な
ん
て
あ
る
の
？
」

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う

で
す
。
そ
う
思
え
る
ほ
ど
表
面

化
し
な
く
な
っ
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
に
よ
っ
て
、
多
く

の
人
が
差
別
を
許
さ
な
い
態
度

を
と
っ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る

と
思
う
の
で
す
が
、
油
断
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。 

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

高
校
生
に
な
る
息
子
に
「
あ

の
地
域
の
子
と
は
付
き
合
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

付
き
合
う
と
言
う
な
ら
こ
の
家

か
ら
出
て
い
き
な
さ
い
」
と
言

っ
て
、
家
か
ら
閉
め
出
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。「
あ

の
地
域
」
と
は
被
差
別
部
落
（
以

下:

部
落
）
を
さ
し
ま
す
が
、

ひ
ど
い
差
別
事
件
で
す
。 

そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
ほ

ん
の
わ
ず
か
だ
と
片
づ
け
て
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
兵
庫
県

の
人
権
意
識
調
査
を
見
る
と
、

安
閑
と
し
て
お
れ
な
い
状
況
が

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
平
成
25

年
度
の
調
査
で
、
子
ど
も
の
結

婚
相
手
が
部
落
の
人
だ
っ
た
ら

ど
う
す
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
親
と
し
て
反
対
す
る
が
、
子

ど
も
の
意
志
が
強
け
れ
ば
し
か

た
な
い
」
20.9
％
、「
家
族
や
親

戚
の
反
対
が
あ
れ
ば
結
婚
を
認

め
な
い
」
2.7
％
、「
絶
対
に
結

婚
を
認
め
な
い
」
4.8
％
と
、
厳

然
た
る
実
態
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
差
別
意
識
を
も
っ

て
い
る
人
は
、
部
落
の
人
と
付

き
合
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
か
つ
て
こ
ん
な
声
を
聴
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
あ
な
た

は
部
落
の
人
と
は
思
え
な
い
」
と
。

つ
ま
り
「
部
落
の
人
は
こ
う
い

う
人
」
と
い
う
、
良
く
な
い
イ

メ
ー
ジ
を
誰
か
か
ら
刷
り
込
ま

れ
、
そ
う
思
い
込
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

そ
の
差
別
的
思
い
込
み
の
た

め
に
「
関
わ
り
た
く
な
い
」「
部

落
の
人
と
一
緒
に
な
れ
ば
不
幸

に
な
る
」
と
い
う
意
識
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

相
手
が
ど
ん
な
人
物
か
を
知
り

も
し
な
い
で
、
部
落
だ
か
ら
ダ

メ
と
決
め
つ
け
る
わ
け
で
す
か

ら
、
こ
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

ど
の
親
も
、
子
ど
も
に
は
幸

せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。
で
も
、
部
落
の
人
と
付
き

合
っ
た
り
、
結
婚
し
た
り
す
る

と
不
幸
に
な
る
の
で
す
か
？
　

幸
せ
だ
と
か
不
幸
だ
と
か
を
誰

が
決
め
る
の
で
す
か
？
　
幸
せ

は
自
分
が
感
じ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
親
が
決
め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
部
落
を
理

由
に
反
対
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ

を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
乗
り

越
え
て
い
け
る
力
を
つ
け
て
ほ

し
い
と
切
に
思
い
ま
す
。 

差
別
さ
れ
た
人
は
一
生
、
そ

の
傷
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
き

ま
す
。
忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
差
別
さ
れ

た
人
の
そ
ば
に
、
支
え
て
く
れ

る
人
が
必
ず
い
ま
す
。
そ
の
仲

間
と
出
会
い
、
学
習
し
、
深
く

考
え
て
、
自
ら
の
人
生
を
切
り

開
い
て
い
る
の
で
す
。 

一
方
、
差
別
し
た
人
は
、
差

別
者
の
ま
ま
生
き
て
い
く
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
れ
を
反
省
し
て
差

別
を
許
さ
な
い
生
き
方
を
し
て

い
く
の
か
が
、
厳
し
く
問
わ
れ

ま
す
。
差
別
を
し
て
し
ま
っ
た

と
き
、
し
っ
か
り
と
自
分
を
見

つ
め
直
し
、
生
き
直
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 



障
が
い
者
等
の
相
談 

職
業
相
談 

各
　
種
　
相
　
談 

女
性
・
子
育
て
・
教
育
相
談

 

女性のための弁護
士相談（面接） 

配偶者や恋人間のトラブル（Ｄ
Ｖ、離婚、借金、ストーカー被
害）など 

4月22日（第4水曜） 
午後1時30分～4時30分（1人40分） 
（要予約。受付は4月20日㈪まで、ただし
先着4名。事前の面談があります） 

男女共同参画セン
ター（教育センタ
ー3階） 

女性のための相談
（電話・面接） 

心や体、夫婦、家族、友人、職
場の人間関係、子育てや介護、
自分の生き方についてなどの悩
み 

①電話相談 
　火曜　午前10時～正午、木曜　午後1時～4時 
②面接相談（要予約。1人50分） 
　火曜　午後1時～4時、木曜　午前10時～正午 

①�89-2354 
②男女共同参画セ
ンター（教育セン
ター3階） 男女共同参画 

センター 
�89－2331

児童虐待について
の相談 
（電話・面接） 

児童虐待についての相談、通告 
①電話相談　月～金曜 
②面接相談　月～金曜（要予約） 
　午前9時～午後4時（①②共通） 

①�83－2266 
②子育て支援課 
　（教育センター内） 

（市）子育て支援課 
�83－2266
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相談日が年末年始・祝日は休みの場合があります 

相談項目 内　容 問い合わせ 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 

母子・父子家庭相談 
（電話・面接） 

ひとり親家庭の経済面や子ども
の養育、就労、離婚問題など、
生活全般に関すること 

①電話相談　月～金曜　 
②面接相談　月～金曜（要予約）　 
　午前9時～午後4時（①②共通） 

①�82－0151 
②子育て支援課 
　（教育センター内） 

（市）子育て支援課 
�82－0151

子育て相談 
（電話・面接） 

しつけや発達のことなど、子
育てにおける不安や悩み 

①電話相談　月～金曜　 
②面接相談　月～金曜（要予約） 
　午前9時～午後4時（①②共通） 

①�82－9910 
②子育て支援課 
　（教育センター内） 

（市）子育て支援課 
�82－9910

発達教育相談 
（面接） 

発達の遅れや偏りが気になる児
童生徒に関すること 

4月16日㈭　午後2時～5時（指導主事） 
4月24日㈮　午後2時～5時（医師） 
（要予約。4月1日㈬から受付開始、ただし
先着各3名、1人60分） 

教育センター 

教育センター 
�83－2020

あんしん相談 
（電話・面接） 

支援の必要な子どもや障がいの
ある方の悩みや支援など 

①電話相談　月～金曜　午前9時～午後5時 
②面接相談（要予約） 
　（ア）火曜　午前9時～午後5時　　 
　（イ）4月20日㈪　午後2時～5時 

①�83－2020㈹ 
②（ア）教育センター 
（イ）吉川健康福
祉センター 

教育相談 
（電話・面接） 

教育全般に関すること 
①電話相談　月～金曜　 
②面接相談　月～金曜（要予約）　 
　午前9時～午後5時（①②共通） 

①�83－2020㈹ 
②教育センター 

障がい者福祉相談
（面接） 

障がいのある方やその家族の悩
みごとや困りごとなど 

①月～金曜　午前9時～午後5時（要予約） 
②4月1日㈬、17日㈮ 
　午後2時～4時（要予約） 
③月～金曜　午前9時～午後5時 
（要予約、受付は相談日の前日まで） 

①市役所3階 
　第4相談室 
②吉川健康福祉セ
ンター 
③障害者総合支援セ
ンターはばたきの丘 

障害者相談支援
センター（市役所
内） 

身体障がい者相談
（面接） 

身体に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど 

4月11日（第2土曜） 
午前10時～午後3時 

市民活動センター 

（市）障害福祉課 

手話通訳相談 
（面接） 

聴覚に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど 
手話通訳者、要約筆記者の派遣
に関すること 

月～金曜　午前9時～午後4時 
�82－9776

市役所3階　 
第5相談室 

要約筆記相談 
（面接） 月・木・金曜　午前9時～午後4時 

市役所3階 
障害福祉課 

障がい者の虐待、
養護者の支援相談
（電話） 

障がい者の虐待の通報、養護者
の支援に関すること 

①月～金曜　午前8時30分～午後5時　 
②夜間・休日　 
�82－9943（①②共通） 

①�89－2336 
②�82－2000㈹ 

障がい者の就労相
談（電話・面接） 

障がい者の就労に関する相談や
支援に関すること 

①電話相談　火・木曜 
②面接相談　火・木曜 
　午前9時～午後5時（①②共通） 

①�090－6984－0684 
②教育センター 

求人閲覧・仕事の
紹介（面接） 

ハローワークの求人閲覧と仕事
の紹介に関すること 

火～土曜　午前9時～午後5時 
三木市ふるさとハロ
ーワーク 
（サンライフ三木内） 

三木市ふるさと
ハローワーク 
�86－8609

雇用保険・職業訓練
（面接） 

雇用保険の手続きと職業訓練に
関すること 

月～金曜　午前8時30分～午後5時15分 
ハローワーク西神 
（神戸市西区糀台
5－3－8） 

ハローワーク西神 
�078－991－1100

さわやか県民相談 
（電話・面接） 

県政に関することや日常生活上
の諸問題など 

月～金曜　午前9時～午後5時30分 北播磨県民局 
さわやか県民相談
室（加東市社字西
柿1075－2） 
�0120－61－7830

 北播磨県民局 
�0795－42－5111

法律相談 
（テレビ電話） 

日常生活上の法律問題など 木曜　午後1時～3時 
（要予約） 

経営・創業相談 
（面接） 

経営や創業・開業など、ビジネ
スに関すること 

火～土曜　午前9時～正午、午後1時～4
時30分（要予約） 
4月11日（第2土曜）は週末起業相談会 

三木市中小企業サ
ポートセンター 
（サンライフ三木２階） 

三木市中小企業
サポートセンター 
�70－8008

高齢者・障がい者のための弁護士法律相談 
（電話） 

木曜　午後1時～4時 �078－362－0074

夜間法律相談 
（電話） 

解雇、多重債務、生活保護、家
庭の問題など 

4月12日、26日（第2・4日曜） 
午後5時～9時 

�078－341－9600
県弁護士会 
�078－341－7061

家事相談 
（テレビ電話） 

離婚や相続など家事に関すること 
第2・4金曜　午後1時～4時 
（要予約） 

市
　
　
民
　
　
相
　
　
談 

税務相談（面接） 退職金、年金、相続税など、税
金に関すること 

4月8日㈬（偶数月第2水曜） 
午後1時30分～3時30分（1人30分） 
（要予約。受付は4月1日㈬～6日㈪、ただし
先着4名） 
相談員　近畿税理士会三木支部の会員 

市役所5階 
501会議室 

（市）税務課 

外国人のための 
生活相談（面接） 

生活に関すること全般（英語） 
※他の言語は要相談。 

4月9日、23日（第2・4木曜） 
午後1時～4時（要予約） 

市役所3階 
第6相談室 

三木市国際交流協会 
�89－2318 
�82－9755

D
V
・
い
じ
め
・
こ
こ
ろ
の
相
談
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相談項目 内　容 問い合わせ 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 

法律相談（面接） 
相続、売買、贈与、訴訟、債務
整理、土地の登記などの手続き
に関すること 

4月8日（第2水曜） 
午後1時30分～3時30分（1人20分） 
（要予約。 受付は4月1日㈬～前日の午前中
まで、ただし先着各6名） 

市役所3階 
第6・7相談室 

弁護士による法律
相談（面接） 

家庭の問題、不動産、遺産相続、
消費者被害、損害賠償、交通事
故、債務整理、刑事事件など 

4月9日、23日（第2・4木曜） 
午後1時30分～4時30分（1人20分） 
（要予約。受付は4月1日㈬～3日㈮　定員
各8名、定員を超えた場合は抽選） 

市役所3階 
第7相談室 

家事相談（面接） 
離婚に係る紛争、親権、養育費、
財産分与、家庭内暴力、家族間
のトラブルに関すること 

4月16日（第3木曜）  
午後1時30分～4時30分（1人40～50分） 
（要予約。受付は4月1日㈬～前日の午前中
まで、ただし先着3名） 
※法律的な判断を要する相談を除く 

市役所3階 
第6相談室 

建築なんでも相談
（面接） 

建築物全般、欠陥住宅、増改築、
業者との金銭トラブル、係争中
の建築物の解消方法など 

4月10日、24日（第2・4金曜） 
午前10時～正午、午後1時～3時（1人50分） 
（要予約。 受付は4月1日㈬～前日の午前中
まで、ただし先着各4名） 

市役所3階 
第7相談室 

行政相談（面接） 
国の仕事やその手続き、サービス
（保険・年金、道路、社会福祉
など）に対する苦情や要望など 

4月15日（第3水曜） 
午前10時～正午 

市役所3階 
第7相談室 

（市）広報広聴課 

市民ふくし相談 
（電話・面接） 

日常生活の悩みや困りごとに関
すること 

①水曜・第2・4土曜　午前10時～午後3時 
②4月6日、20日（第1・3月曜） 
午後1時30分～4時 

①市民活動センタ
ー    �86－7575 
②吉川健康福祉セン
ター �72－2940 社会福祉協議会 

�82－4043
成年後見・権利擁
護なんでも相談 
（面接） 

成年後見制度、権利擁護に関す
ること 

4月9日（第2木曜） 
午後１時30分～4時30分（1人50分） 
（要予約。先着3名） 

市民活動センター 

消費生活相談 
（電話・面接） 

商品や契約に関する苦情、多重
債務に関すること 

月・火・木・金曜（第４木曜除く） 
午前9時～午後4時 

市役所2階 
消費生活センター 

（市）環境政策課 

年金相談（面接） 
被保険者記録、年金見込額、年
金の請求に関すること 

5月12日（奇数月第2火曜） 
午前10時～午後3時30分（1人20分） 
（要予約。受付は4月1日㈬～5月1日㈮まで） 
次回は7月14日 

教育センター 
明石年金事務所 
�078－912－4983

高齢者虐待相談 
（面接） 高齢者の虐待に関すること 

月～金曜　午前9時～午後4時 
（要予約） 

市役所3階 
中央地域包括支援
センター 

中央地域包括 
支援センター 
�89－2337

人権相談（面接） 
名誉・信用の侵害やいやがらせ、
いじめなど、人権に関すること 

①4月 3日㈮　午後1時～4時 
②4月16日㈭　午後1時～4時 

①緑が丘町公民館 
②市役所3階 第7相談室 

（市）人権推進課 
（総合隣保館） 
�82－8388

農地に関する悩み
相談（面接） 農地に関すること 

4月10日（第2金曜）　午前9時～午後5時 
（要予約） 

市役所2階 
農業委員会 

農業委員会事務
局（市役所内） 

パソコンの定期相
談（面接） 

パソコンで資料を作りたい、写
真を取り込みたい方など 

4月4日、18日（第1・3土曜） 
午前10時～正午 

市民活動センター 
市民活動センター 
�82－0564

DV相談 
（電話・面接） 

配偶者や恋人からの言葉による
精神的暴力や身体的暴力などに
関すること 

①電話相談　月～土曜　 
②面接相談　月～土曜（要予約） 
　午前9時～午後5時（①②共通） 

①�82－8300
DV相談室 
�82－8300

子どもいじめ相談 
（電話・面接） 

子ども（中学生まで）のいじめ
に関すること 

①電話相談　月～土曜 
②面接相談　月～土曜 
　午前9時～午後5時（①②共通） 

①�82－8110 
②子どもいじめ防
止センター（教
育センター内） 

子どもいじめ防止
センター 
�82－8110

こころの相談 
（電話） 

うつや自殺予防のための当事者
と家族の相談など 

月～金曜　午前9時～午後5時 
※時間外は他の相談窓口を紹介します。 

�89－2471 （市）障害福祉課 

青少年悩みの相談
（電話、面接） 

不登校、性格、親子関係、友人
関係、いじめなどに関すること 

①電話相談　月～金曜　 
②面接相談　月～金曜（要予約） 
　午前9時～午後5時（①②共通）（②1人50分） 

①�82－8686 
②教育センター 

教育センター 
�83－2020

土地境界相談（面接） 土地の境界、分筆に関すること 
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現在、死亡原因は悪性新生物（がん等）、心臓疾患
についで肺炎が第3位となっています。肺炎で死亡す
る人の94％は75歳以上であり、90歳以上では死亡原因
の2位に順位があがります。70歳以上で肺炎と診断さ
れた人の70％以上、90歳以上に限ると約95％が誤嚥性
肺炎だと言われています。脳卒中等の病気になったり、
年を重ねるとのみ込む力がどうしても衰えます。誤嚥
性肺炎は口の中の細菌が食べ物や唾液と一緒に、（食
道でなく）肺や気管支に入って起こる病気です。 
ではどうすれば予防できるでしょうか、①口の中

を清潔に保つこと②のみ込む機能などを高めること
③栄養状態を改善し免疫能（体の抵抗力）を高める
こと等が大切になります。 
『口腔ケアが肺炎の予防に有効である』ということ
を耳にされたことがあるかも知れません。口腔ケア
には、狭義の口腔ケアとして、歯みがきや洗口など

の口腔清掃を中心とした「器質的口腔ケア」のほかに、
経口摂取（口から食べる）をめざす嚥下リハビリテ
ーション（飲み込みの訓練）を含めた「機能的口腔
ケア」という考え方があります。器質的口腔ケアを
行うことにより口の中やのどの細菌の数が減少します。
機能的口腔ケアによって、舌や口唇などの口腔機能
が改善し、食べる量が増え、栄養状態改善が図られる。
これにより免疫能の向上につながることが分かって
きました。歯みがきや飲み込みの訓練も大事ですが
大きな虫歯があり汚れがたまりやすい、歯が動いて
いて磨きにくい等があれば十分に口の中を清潔には
できません。 
また、歯がない、義歯が痛い等であれば十分に食

事が食べられません。虫歯や歯周病の治療、歯を失
えば義歯等を作製する、義歯の調整をしてもらう等
の歯科治療も必要になってきます。 
口の中を清潔に保ち、食事をおいしく・楽しく口

から食べ、誤嚥性肺炎を予防するためにも定期的に
歯科を受診しましょう。 

当番医および診療科目は変更する場合がありますので、当日の新聞または事前に
医療機関へ確認してください。緊急時のみ利用してください。 

休日当番医 

小児科救急当番医 

休日歯科診療 

午後4時30分まで 

午後9時まで 

午前11時30分まで 

午前9時～正午、午後1時～5時 

火・木曜（祝日を除く） 
午後6時30分～9時30分 

下記のカレンダーに表記 

休日歯科診療所（総合保健福祉センター内） 
�86－0903　持ち物：健康保険証　 午前9時～正午 

日　　時 区　　分 受付時間 会場・問い合わせ 

日 月 火 水 木 金 土 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

【内・小】黒田東自由が丘診療所 
志染町東自由が丘2丁目391  �85－6213 

【眼】立神眼科 
志染町西自由が丘1丁目840  �85－1124 

【外・脳外・整】服部病院 
大塚218－3  �82－2550

歯科診療 
成田青山診療所 
志染町青山3丁目28－2  �89－8735

小児 

かわい子どもクリニック 
志染町中自由が丘1丁目560  �85－8466

小児 

５ ６ ８ １０ １１ ７ 

【内】中村内科胃腸科 
志染町中自由が丘3丁目52－6  �87－2486 

【眼】赤松眼科医院 
末広1丁目7－14  �82－6546

歯科診療 
小島医院 
末広1丁目6－33  �82－1057

小児 ９ 

小児科神沢クリニック 
福井3丁目15－17  �83－5950

小児 

１ ３ ４ ２ 

藤本小児科内科産婦人科クリニック 
緑が丘町西2丁目2－5  �85－6262

小児 

１２ １３ １５ １７ １８ １４ 

【内・小】神沢医院 
別所町高木742－5  �83－1510 

【外・脳外・整】服部病院 
大塚218－3  �82－2550

歯科診療 
宮崎小児科内科医院 
大村144－12  �82－2131

小児 １６ 

かわい子どもクリニック 
志染町中自由が丘1丁目560  �85－8466

小児 

【内】内科　　　　　【眼】眼科　　　【小】小児科　　【外】外科 
【脳外】脳神経外科　【整】整形外科　【産】産婦人科 

２６ ２７ ２９ ２８ 

【内】みきやまリハビリテーション病院 
大塚1丁目5－89  �83－3316 

【整・外】高矢整形外科医院 
志染町吉田1058－1  �83－8939

歯科診療 
小児科神沢クリニック 
福井3丁目15－17  �83－5950

小児 ３０ 

かわい子どもクリニック 
志染町中自由が丘1丁目560  �85－8466

小児 

【内】青垣内医院　緑が丘町中1丁目19－6  　　　�85－8280 
【産】浜本産婦人科医院　志染町青山3丁目13－8  �87－1103

歯科診療 ２９ 

①HIV抗体・肝炎ウイルス検査・相談 4月16日（第3木曜） 
午後1時30分～2時20分 

【要予約】 
（県）加東健康福祉事務所 
健康管理課 
①�0795－42－9436 
②�0795－42－9365②専門栄養相談 

4月3日（第1金曜） 
午後1時30分～3時 

妊産婦・乳幼児健康相談　 
身体測定、育児・母乳・栄養・歯科相談 

4月13日㈪
午前10時～11時30分 

総合保健福祉センター 

Enjoyマタニティ教室（リラクゼーションコース） 【要申込】 
ストレッチやマタニティヨガを取り入れたリラクゼーション体操
を実施します。 
● 日　時：4月23日㈭　午前10時～11時30分　       
● 場　所：総合保健福祉センター 　　　　�86－0900 
● 対　象：市内に住民登録のある妊婦で、主治医より安静指

示が出ていない、妊娠経過が安定している方 
● 持ち物：母子健康手帳、バスタオル 
● 費　用：無料 
離乳食クッキング【要申込】 
● 日　時：4月24日㈮　午前10時～午後0時30分 
● 場　所：総合保健福祉センター　　　 　�86－0900 
● 対　象：市内に住民登録のある乳児の保護者 
● 持ち物：母子健康手帳、エプロン 
● 費　用：200円 
　　　4月1日㈬から受付開始。定員12名 
　　　　　次回の予定　6月5日㈮ 
 
～体力測定室、会員登録講習会～ 
ファースト講習会【要申込】 
● 日　時： 4月24日㈮　午後1時30分～4時30分 
● 場　所：総合保健福祉センター 
　　　 　　　　　�86－0900、4月1日㈬から 
● 内　容：体力測定、機器を使ったトレーニングの説明など 
● 対　象：16歳以上 
● 持ち物：運動ができる服装、室内用運動靴、タオル、飲み物 
● 費　用：1,600円（登録証代含） 
 
● 日　時：4月22日㈬　午前10時～正午、午後1時15分～4時 
● 会　場：市役所みっきぃホール 

母
　
　
　
　
　
　
　
子 

健
　
　
　
康 
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4月15日㈬
午後1時～2時 

【要予約】 
総合保健福祉センター 

乳幼児発達専門相談（すこやか相談） 
子どものことばや精神発達、行動面についての心配事など 

成人保健相談 
医師による健康相談・健診結果相談・保健相談・
栄養相談・血液検査・血圧測定・尿検査など 
血液検査1,000円（要予約） 

①4月8日㈬
午後2時～3時30分 
②4月14日㈫ 
午後1時30分～3時 

①吉川健康福祉センター 
②総合保健福祉センター 

不妊・不育専門相談 
妊娠しても流産を繰り返す習慣流産「不育症」な
どに関すること 

電話相談　4月4日、18日（第1、3土曜） 
午前10時～午後4時 
面接相談　4月11日、22日（第2土曜、
第4水曜）午後2時～5時 

（県）男女共同参画センター
電話相談　�078－360－1388 
面接予約　�078－362－3250 
【要予約】（面談日の3日前まで） 

相　　談 日　　時 会場・問い合わせ 

健
　
　
康
　
　
相
　
　
談 

乳児集団健康診査 
　対象者には10日前までに案内文を送付 
● 日　時： 4月22日㈬　受付は午後1時～2時　       
● 場　所：総合保健福祉センター 
● 対　象：平成26年12月生まれの乳児（平成26年11月生ま

れで、まだ受診していない人も受けられます） 
　　　　　次回の予定　5月27日㈬

１歳６カ月児健康診査 
　対象者には10日前までに案内文を送付 
● 日　時： 4月16日㈭　受付は午後1時～2時       
● 場　所：総合保健福祉センター　　       
● 対　象：平成25年9月生まれの幼児 
　　　　　次回の予定　5月14日㈭

３歳児健康診査 
　対象者には10日前までに案内文を送付  
● 日　時： 4月17日㈮　受付は午後1時～2時       
● 場　所：総合保健福祉センター 
● 対　象：平成24年3月生まれの幼児 
　　　　　次回の予定　5月15日㈮

母子健康手帳の交付・妊婦健康診査費の助成 
母子健康手帳交付時に妊婦健康診査費の助成申請を受付します。 
● 対　象：妊婦 
● 持ち物：印鑑・領収書の原本・預金通帳等振込先が確認
できるもの 

申込 

申込 

申込 

託児 

母
　
子 

兵庫県小児救急医療電話相談 

①プッシュホン用　�♯８０００ 
②ダイヤル回線・携帯電話・IP電話用 
　�078－731－8899 
時　間　平日・土曜　午後6時～午前0時 

日曜・祝日・年末年始　午前9時～午前0時 
対応者　看護師（必要に応じて医師） 

（子どもの急な病気やけがで困った時の相談） 
症状への対応方法などの助言や医療機関の紹介を

します。 

北播磨小児救急医療電話相談センター 

電　話　62－1371 
時　間　午後6時～10時（年末年始および祝日を除く） 
対応者　看護師 
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（市）健康増進課　�86－0900問 

〈表３〉　口腔がん検診日程 

〈表２〉　集団健診（検診）日程 

（注）託児は予約が必要です。 

月 

6

7

9

10

11

12

日 

健診（検診）日 健診（検診）項目 

曜日 

19 
21 
26 
28 
2 
3 
7 
12 
14 
19 
20 
2 
3 
8 
9 
10 
2 
4 
5 
25 
26 
15 
20 
22 
23 
19 
20

金 
日 
金 
日 
木 
金 
火 
日 
火 
日 
月 
水 
木 
火 
水 
木 
金 
日 
月 
日 
月 
日 
金 
日 
月 
土 
日 

歯周 
疾患 

子宮 
・乳 

会　　場 
託児 
（注） 

時間 
区分 

申込締切日 
（消印有効） 

4/20㈪

4/27㈪

5/11㈪

7/13㈪

8/3㈪　

8/17㈪

9/14㈪

10/19㈪

全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
半日 
半日 
半日 
半日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 
全日 

－ 
○ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
○ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
○ 
－ 
－ 
－ 
○ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

× 
○ 
× 
○ 
× 
× 
× 
○ 
× 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
× 
○ 
× 
○ 
× 
○ 
○ 
× 
○ 

基本・肝炎・肺・胃・ 
大腸・前立腺・骨 

口吉川町公民館   
別所町公民館   
細川町公民館 
志染町公民館   
青山公民館 

総合保健福祉センター 

総合保健福祉センター 

総合保健福祉センター 

総合保健福祉センター 

吉川総合公園 

緑が丘町公民館 

自由が丘公民館  

受付時間　全日：午前8時30分～11時30分・午後1時30分～3時 
　　　　　半日：午前8時30分～11時30分 

　＊申込状況により受付時間が変更になる場合があります。 

検 診 日 
時　　間 会　　場 申込締切日 

（消印有効） 

午前8時30分～11時30分 

午後1時～3時30分 
総合保健福祉センター 

5月25日㈪

9月7日㈪

月 日 曜日 

7

8

11

21 
27 
30 
3 
4 
6 
9 
10 
11

火 
月 
木 
月 
火 
木 
月 
火 
水 
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※１　40歳～74歳の方が基本健診を受診する場合は「特
定健康診査受診券」が必要です。健診日までに準備し
てください。ただし、三木市国民健康保険加入者は
40･50･60歳と70～74歳の方のみ必要です（市から「特
定健康診査受診券」を送付します）。社会保険等の被
扶養者の方で特定健診を受診できるのは、ＪＡ兵庫厚
生連と契約（集合契約Ｂ）している健康保険組合に加
入している方です。受診料は加入の健康保険組合が定
めた額になります。 
※２　胃の健康度チェックは、無料対象者の方も有料
（2,000円）です。 

※３　乳がん検診は、集団健診ではマンモグラフィの
み、個別健診ではマンモグラフィとエコーがありま
す。同一年度内に、マンモグラフィとエコーの両方
は受診できません。   
※４　無料クーポン券対象者は、奇数年度生まれの方
も受診できます。          

対象外でも自己負担で受診できる項目があります。 
詳しくは、「町ぐるみ健診のお知らせ」を確認して
ください。 

●年齢によって、受診できる科目が異なります 
詳しくは〈表1〉をご覧ください。 

●集団健診を受診する場合は、事前に予約が必要
です〈表2〉 
4月上旬に各家庭に送付する「町ぐるみ健診のお
知らせ」に同封している集団健診専用受診申込書
で、各健診日の申込締切日までに申し込んでくだ
さい。（申込多数の場合は抽選） 

●口腔がん検診のみの日を設定しています〈表3〉 
口腔がん検診専用のはがきで申し込んでください。 

●年4回託児を実施します 
育児中の女性にも健診を受けやすいように、託
児を実施します。集団健診専用の申込用紙の「託
児」を丸で囲んでください。 
●４０・５０・６０歳および７０歳以上の方はがん検診等の
受診料が無料です。 
●三木市国民健康保険加入者の４０・５０・６０歳およ
び７０歳以上の方は特定健診が無料です。 

生活習慣病の予防とがんの早期発見を目的に、今年度も「町ぐるみ健診」が6月から始まりま
す。自身の健康管理のため、ぜひ受診しましょう。 

今年度の町ぐるみ健診の主な内容は、次のとおりです。 

〈表１〉　年齢別受診科目一覧 
（年齢は平成28年3月31日現在） 

１６歳以上３９歳以下 
（全市民） 

区　　　分 

○ × × ○ 

○ 

○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ × × × 

基本 
（特定） 
健診 

肝炎 

歯周 
疾患 

肺 
アス 
ベスト 

大腸 子宮 
マンモ 

乳※3胃 

エコー 
（個別のみ） 

バリウム 
健康度 
※2

前立腺 骨粗鬆症 

40歳 
（未受診 
者は可） 

○ 
（特定健診） 
※１ 

未受診 
者は可 

40歳以上 
偶数年度 
生まれの 
方 　※4 
 

40・45・ 
５０・55・ 
60・65・ 
70歳 

35歳 
以上 

個別 
のみ 

20歳 
以上 

20歳 
以上 

５０歳 
以上 

30・35 
歳 

４０歳以上７４歳以下 
（特定健診は三木市国 
民健康保険加入者、 
社会保険等被扶養者） 

７５歳以上（全市民） ○ ○ 

○ 

○ 

○ ○ ○ ○ ○ × 

「○」は受診できる科目、「×」は受診できない科目。「○」、「×」以外は、受診できる条件を記載しています。  
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教室・講座名 と　き ところ 参加費 備考（対象・定員など） 問い合わせ 

・市内の小学3･4年生
10名程度 

・市内の小学5・6年生
12名程度 

・主催者が認めた方 

4/11～ 
（土曜、全10回） 
18：30～ 

2,000円 

①ジュニアソフトテ
ニス教室 
　　　4/1○水～（先着順、
4/3○金までに定員を超える
と抽選） 

①～③文化スポー
ツ振興課　スポー
ツ振興グループ 
②市テニス協会 
浅川さん 
�85－0567 
③市ソフトテニス
協会　三木さん 
�090－1955－
6469

三木山総合公園 
テニスコート 

市内在住･在勤･在学で
16歳以上の方（要申込） 

4/18～ 
（土曜、全10回） 
8：30～ 

5,000円 ②市民テニス教室 

市内在住・在勤・在学の
方、主催者が認めた方（要
申込） 

4/26～ 
（日曜、月2回程度） 
8：30～12：30

300円/回 ③吉川ソフトテニス
スクール 

吉川総合公園 
テニスコート 

市内在住・在勤のおおむ
ね35歳未満の方 
定員 
①④　　15名 
②⑤⑥　20名 
③　　　10名 
　　　～4/24○金 

5月～平成28年2
月（⑥は5～9月） 

1,000円/月 
（教材費等　 
別途必要、 
①～⑤半期
分前納、⑥
全期分前納） 

勤労青少年福祉事業
定期講座 

サンライフ三木　
�83－3010 
申込が4名以下の
場合は中止。 

①③三木南交流
センター 
②④サンライフ
三木 
⑤市民体育館 
⑥三木山総合公
園テニスコート 

①着付け　火曜　19:00～ 
②華道　　水曜　18:00～ 
③茶道　　水曜　19:00～ 
④ジャズダンス　水曜　20:00～ 
⑤バドミントン　木曜　19:30～ 
⑥硬式テニス　　水曜　18:30～ 

基本的なパソコン操作とタ
ッチタイピングができる方 
講座終了後、活動意欲の
ある方 
定員20名（要申込） 
持ち物：パソコン 
（Windows Vista以上） 

①5/14～9/3 
②9/10～12/17 
（木曜、全30回） 
13：00～16：00 
（8/6,13を除く） 

無料 
（教材費別
途必要） 

パソコン要約筆記者
養成講座 
難聴の方に話の内容を要約し、
伝える方法を学びます。 

（市）障害福祉課 
申込が10名以下の
場合は中止。 

①加東市立社福
祉センター 
②西脇市総合福
祉センター萩ヶ
瀬会館 

先着30名 
講師：藤原みゆきさん 
　　　～4/20○月 

4/24○金～ 
（全12回） 
10：00～11：00 

2,000円/年 
（教材費別途
900円）  

①高齢者うたごえ広場 
童謡、唱歌を楽しくうたおう。 

中央公民館 
�82－2007 
 
①～③は 
中央公民館にある
申込用紙に必要事
項を記入し、参加
費を添えて提出し
てください。 

中央公民館 

先着25名 
講師：アルジュン・ラル・
グプタさん 
　　　～4/28○火 

5/7,14,21,28 
（木曜、全4回） 
10：30～11：30

2,000円 ②ヨガ教室 

先着20名 
講師：今堀照世さん 
　　　～4/28○火 

5/13○水 
14：00～16：00

1,500円 
③はじめてのプリザー
ブドフラワーアレンジ
メント教室 

iPadを活用したい方、
iPad活用講座に関心のあ
る方（要申込） 
先着16名（申込が4名以
下の場合は開講しません） 

①4/25○土 
11：00～12：00 
②4/27○月 
13：00～14：00

無料 

初心者向けiPad活用
講座説明会 
iPad操作と講座内容の説明
をします。受講者の機材操
作はありません。 

iPadを持っている方、触
ったことがある方（要申
込） 
先着18名（申込が7名以
下の場合は開講しません） 
持ち物：iPad（iPadを
持っていない方は貸出。
300円/回） 

5月開講 
月②コース 
5/11,18,25 
13：00～15：00 
水③コース 
5/13,20,27 
15：15～17：15

4,600円/月 

初心者向けiPad活用
講座 
iPadを使い、基本操作を中
心に、iPadの活用方法を初心
者向けに説明します。 
6月以降も開催します。月単
位での入退会は自由です。 

申込 

申込 

申込 

申込 

申込 
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教室・講座名 と　き ところ 参加費 備考（対象・定員など） 問い合わせ 

内容 募集期間 応募資格 募集数 応募方法 問い合わせ 

どなたでも 
火曜・土曜 
10：15～12：00 無料 

（入場料は
別途）　 

水泳アドバイザーによる 
クリニックアワー 

三木山総合公園　
屋内プール 
�83－4442 
屋内プールは木曜
休館。 

三木山総合公園
屋内プール 

1回15分 
定員は1回につき5名まで 
　　　前日まで 

4/13○月 ,27○月 
16：30～ 
16：45～ 

泳法アドバイス 
水中運動から各泳法までの
アドバイスをします。 

20～50歳代の女性 
定員10名（要申込） 

木曜 
9：30～11：30

5,500円/月 
（週1回） 

ユミ式整美体操教室 
女性のボディラインを美し
く整える体操です。 

吉川総合公園 
�73－1155

吉川総合公園　
研修館 

市内在住の60歳以上の方 
先着33名 
　　　4/2○木　8:30～ 
電話受付　9:00～ 

①4/20○月 
10：00～11：30 
②4/27○月 
10：00～11：30 
③4/28○火 
8：50～17：00

無料（③は
別途負担金 
が必要）  　 

高齢者生きがいセミナー 
①DVD観賞「三木市制60周
年記念　三木の彩りと祭り
屋台大集合」 
②平成27年度三木市主要施
策について～高齢者の幸せ
を願って～ 
③県下北部の花処を訪ねて 

高齢者福祉センター 
�86－0800

高齢者福祉セン
タ－ほか 

申込 

申込 

応募用紙に必要事項を記入し、
「私と人権尊重のまちづくり」
または「人権について考え
るようになったきっかけ」
（800～1600字）の作文
を添えて、右記まで持参ま
たは郵送してください。 

～4/14○火 

6名 

①人権尊重のまちづく
り推進審議会委員 
任期：6月～平成29年5月 
会議開催回数：年2～4回
程度 （市）人権推進課（総

合隣保館内） 
�82－8388

○ア人権尊重のまちづくりに
関心と熱意がある方 
○イ18歳以上で市内在住、在
勤、在学の方 
○ウ三木市議会議員および三
木市職員でない方 
○エ三木市の他の審議会等の
公募委員でない方 

応募用紙に必要事項を記入し、
「私と人権・同和問題とのか
かわりについて」（800～
1600字）の作文を添えて、
右記まで持参または郵送し
てください。 

4名 
②総合隣保館運営委員 
任期： 6月～平成29年5月 
会議開催回数：年3回程度 

○ア同和問題およびあらゆる
人権問題の解決に関心と理
解のある方 
○イ～○エは①と同じ 

応募用紙に必要事項を記入し、
右記まで持参または郵送し
てください。 

5名 

③男女共同参画センタ
ー運営委員会委員 
三木市男女共同参画センタ
ーの運営などについて審議
します。 
任期： 5月～平成29年4月 
会議開催回数：年6回程度 

男女共同参画セン
ター 
�89－2331

○ア男女共同参画社会の実現
に向けて熱意と理解のある
方 
○イ○ウは①と同じ 

応募用紙に必要事項と応募
の理由や環境についての考
えを記入し、右記まで提出
（持参･郵送･ＦＡＸ･メール）
してください。 

～4/20○月 

6名 

④環境審議会委員 
市の環境総合計画の改定等
をはじめとする環境施策に
ついて、審議します。 
任期：6月～平成29年5月  
会議開催回数：随時 （市）環境政策課 

�82－9792 
kankyoseisaku
@city.miki.lg.jp

○ア環境問題に関心のある方 
○イ～○エは①と同じ 

応募用紙に必要事項と応募
の理由や遊技場やラブホテ
ルなどの建築と周辺環境と
の調和についての考えを記
入し、右記まで提出（持参･
郵送･ＦＡＸ･メール）して
ください。 

4名 

⑤規制対象施設建築等
審査会委員 
遊技場やラブホテルなどの
規制対象建築物の建築に伴い、
周辺環境を阻害しないかど
うかを審査します。 
任期：6月～平成29年5月 
会議開催回数：随時 

○ア建築物と周辺環境との調
和に関心のある方 
○イ～○エは①と同じ 

応募用紙は、各担当課、市役所３階情報公開コーナー、吉川支所、各市立公民館の窓口
にあります。また市ホームページからもダウンロードできます。 
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内　　　　　容 募集期間 応募資格 募 集 数 応募方法 問い合わせ 

別所公春まつり　献詠歌 
別所長治公とその一族をしのぶ「別
所公春まつり」5/5○火の歌碑祭で
の献詠歌を募集します。 

別所公とその一族をたたえ
る献詠歌（短歌）1人1首と
住所・氏名を『はがき』に
書いて右記まで郵送してく
ださい。 

どなたでも 
小・中・高校生もぜひ
ご応募ください。 

～4/8○水 特にあり 
ません　 

（市）市民協働課 

人権教育団体（活動助成
事業） 
人権教育活動を行う団体に対し、
年間10万円を上限に3年間助成
します。 

右記まで問い合わせるか、
市ホームページをご覧くだ
さい。 

市民が主体となり人権
に関わる活動を行う
10名以上の団体 

～4/30○木 1団体 
総合隣保館 
�82－8388

みっきぃ援農隊 
黒大豆とさつまいもオーナー 
黒大豆とさつまいものオーナーを
募集します。 
場　所：口吉川町桾原 
植付け：6/20○土 
収　穫：10月中旬 
（日程は天候等により変更するこ
とがあります） 

右記にある申込用紙に必要
事項を記入し、提出(持参・
郵送・FAX)してください。 

どなたでも 
【参加費】 
黒大豆枝豆 
2,500円/区画 
（苗10本） 
※乾燥黒大豆の場合は
別途500円が必要。 
さつまいも 
1,000円/区画（苗5本） 

～4/24○金 100区画 
（先着順） 

（市)農業振興課 
農業政策グループ 
�82－9613

市民ソフトボール大会 
参加チーム 
①一般男子の部 
②中壮年地域の部 
③一般女子の部 
6/7○日三木グリーンパーク 

右記にある申込用紙に必要
事項を記入し、提出（持参・
郵送・FAX）してください。 

市内在住・在勤・在学
の方 
その他協会が認めた方 

～5/26○火 特にあり 
ません　 

（市）文化スポーツ
振興課　スポー
ツ振興グループ 
�83－3699

応募資格 
・海外で生活や勤務の経験があり、そ

の国の文化等を紹介できる方 

・英語（会話）に関心と知識（英検2級

程度）があり、小学校の外国語活動

等に携わりたい方 

定員　30名程度 
応募方法　（市）学校教育課にある登録

用紙に必要事項を記入し、持参または郵

送で提出してください。登録制となり、

学校の必要に応じて小学校に派遣されます。 

募集期間　4月15日㈬以降随時 
謝礼　（半日）1,000円/回  
　　　　（市）学校教育課　教職員グループ 

市内の小学校で、異

文化の紹介や外国語活

動等の指導を補助する

ボランティアを募集し

ます。 

（仮称）三木歴史資料館（平成28年5月開館予定）を、地

域コミュニティーの核として市内外の皆様に利用されるよ

う、新しい発想やユニークな企画など、運営方法を検討し

ながら資料館づくりを行う意欲のある方を募集します。 

職種　歴史資料館準備室長（学芸員） 

採用予定人数　1名 

応募資格　①～④のすべてに該当する方 

①昭和35年4月2日以降に生まれた方 

②学校教育法による4年制大学において、考古学または歴

史学などの課程を卒業（修了）した方 

③博物館法に規定する学芸員の資格を持つ方 

④博物館、資料館および研究施設において文化財に携わる

勤務経験が10年程度ある方 

募集期間　4月6日㈪～24日㈮ 

試験日　4月29日㈬　 試験会場　市役所 

試験内容　経歴審査・企画書審査・面接試験・プレゼン

テーション試験 

採用時期　6月以降 

詳細は、市ホームページをご覧ください。 

　　　　（市）文化スポーツ振興課 申込 問 ・ 申込 問 ・ 
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日時　4月29日㈬　午後1時～4時30分ごろ 
会場　旧小河家別邸（本町3丁目6－24） 
募集人数・条件　結婚を真剣に考えている方 
男性　市内在住・在勤・出身など三木市にゆかり

がある、または住む意思のあるおおむね45

～55歳の独身の方　10名 

女性　おおむね45～55歳の男性に出会いたい独身

の方（居住地は問いません）　10名 

・当日の受付で本人確認（運転免許証等）をします。 

参加費用　1,000円 
（5日前からキャンセル料全額発生） 

募集期限　4月13日㈪必着 
申込方法　みきで愛(出会い)サポートセンターの
ホームページ内にある「みきハートお見合い・エ

レガントパーティー」の申込フォーム、郵送、Ｆ

ＡＸ等で、「名前・ふりがな・性別・生年月日・

住所・連絡先・三木市とのゆかり（市外在住の男

性のみ）・ひょうご出会いサポートセンターの会

員番号（会員のみ）」を明記して申し込んでくだ

さい。（申込は必ず本人からお願いします） 

参加者の決定方法　4月20日㈪ごろに郵送で通知
します（応募者多数の場合は抽選）。 

まつりで楽しい踊りや演奏など

を披露する出演者を募集します。 

発表時間　10分以内 
　　　　（準備・片づけを含む） 

募集数　10団体程度 
　　　　（市内団体優先） 

参加費　2,000円 

まつりを彩る出店者を募集します。 

募集数　70区画 
テント（3.6ｍ×3.6ｍ）付き、 

横幕別 

出店条件　実行委員会が適当と認
めた団体（市内団体優先） 

出店料　5,000円/区画（市内団体） 
　　　　　10,000円/区画（市外団体） 

応募締切　5月29日㈮（必着） 

応募方法　（市）市民協働課・各市立公民館・市民活動センターにある募集要項、

みっきぃ夏まつりのホームページで詳細を確認し、応募用紙を下記まで郵送また

はＦＡＸで提出してください。 

日時　7月25日㈯　午後3時～　（花火は午後8時～） 
　　　　〔雨天の場合は、7月26日㈰に順延〕 
場所　県立三木総合防災公園 

イベント内容 
●約3,000発の花火打上げ　●総踊り 
●100店以上の模擬店・屋台 
●市民団体によるダンス、楽器演奏、 
　和太鼓等のステージイベントなど 

来場者の誘導補助やステージ
イベントの進行補助、ごみ収集
等のボランティアを募集します。 

みきで愛（出会い）サポートセンター【（市）縁結び課内】 
「みきハートお見合い・エレガントパーティー」係　�・�82－8833 
　mht＠city.miki.lg.jp　　　http://www.mikideai.jp/

申込 問 ・ 

申込 問 ・ みっきぃ夏まつり実行委員会　事務局　〔（市）市民協働課〕　�82－9755
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イベント名・内容 と　き ところ 問い合わせ 

4/26○日 
13：30～16：00 
（開場13：00） 

淡山疎水、東播用水を語ろう！ 
淡山疎水・東播用水未来遺産運動フォーラムを開催。 
●講談「淡山疎水物語」●基調講演「東播用水の未来」 
●パネルディスカッション「みんなで進めるTT（淡
山疎水・東播用水）未来遺産運動」 
定員：500名　入場：無料（申込不要） 

東播用水土地改良区 
�87－0545

いなみ文化の森 
コスモホール 
（加古郡稲美町国安1286－1） 

～4/3○金 
9：00～17：00

絵画・写真・工芸・書・陶芸　展示 
五彩会による展示 

（市）財政課　財産管理グ
ループ 

市役所 
みっきぃホール 

～4/10○金 水彩画個展 
竹内可充さんによる展示 

・さんさんギャラリー 
オアシス 
�87－2633 
・緑が丘町公民館 
（市）市民協働課　地域ま
ちづくり担当 
�85－7011

さんさんギャラリー 
オアシス（緑が丘サンロ
ード商店街内） 
開館時間9：00～17：00 
最終日は15:00まで 
水曜休館 

4/11○土～24○金 写真展 
青山フォトクラブによる展示 

4/25○土～5/8○金 絵画個展 
白井洋二さんによる展示 

4/11○土～5/5○火 

別所公春まつり共催 
第17回アート・フェス公募展 
ミニアチュール部門と木版画部門の入賞・入選作品
を展示する。 

堀光美術館 
�82－9945 
4月の休館日 
月曜、30○木 

堀光美術館 

4/26○日 
10：00～14：00

春の下水道施設見学会 
浄化センターの施設見学、ミニ縁日コーナーなど 
入場：無料（申込不要） 

加古川上流浄化センター 
�63－5554

加古川上流浄化センター
（小野市黍田町398－2） 

4/24○金～26○日 第17回みっきぃホースフェスティバル 
馬術大会 

三木ホースランドパーク
�0120－816－892 
（プッシュ回線･携帯から
のみ） 

エクウスの森 
（ガイダンス3番） 

5/5○火 こどもの日記念 新緑の森散策と竹パン作り 

エオの森 
（ガイダンス1番） 
　　　4/1○水～ 

5/6○水 愛鳥週間 新緑の森・自然観察会（野鳥） 

5/9○土 春のちびっこアウトドア教室 

5/15○金,16○土 ジュニア心セミナー 

申込 

4/16○木～29○水 三木山森林公園ポスター原画展＆立花千
栄子作品展　～誰にも見えない森～ 

県立三木山森林公園 
�83－6100 
5月分申込受付は4/2○木 
9：00から。4/2○木は電
話受付のみ。詳細は問い
合わせてください。 

森の風美術館 

4/25○土～5/24○日 愛鳥週間ポスター展 森の文化館・展示ホール 

5/5○火（申込不要） GWイベント　森のクイズに挑戦！ 森の文化館前 

5/17○日（申込不要） 三木山フォルクローレ音楽祭＆楽木市 
音楽ホール・エントラン
ス広場 

5/23○土 三木山をもっと楽しみ隊 
森のガイドツアー＆樹木に名札をつけよう！ 

森の研修館・研修室 

5/30○土 竹を使って 竹馬と竹ぽっくりを作ろう 森の小劇場 

5/2○土（申込不要） 春の茶会　新緑公園でお茶を… お茶室　成　閣 

●music lovers＆studio360presents 三木山音楽祭 
　4月19日㈰（要チケット）
●フリーマーケット　4月29日㈬

●三木Deナイフショー　4月18日㈯、19日㈰
●刃物研ぎ　土曜　午前8時～11時 

●刃物研ぎ（包丁、植木はさみなど） 
4月15日㈬　午前9時30分～11時　料金450円～ 
●餃子定食の日 
（さとの会による餃子定食などの販売） 
餃子定食など…4月10日㈮、24日㈮  午前11時30分～
餃子定食1人前500円　餃子持ち帰り300円（7個） 
●混声合唱団「わいわい・がやがや」参加者募集 
4月4日㈯、25日㈯　午後1時30分～４時 
参加費300円 

●刃物研ぎ　4月5日㈰、19日㈰　午前9時～11時30分 
●味噌づくり教室（彩雲みそ加工グループ） 
4月5日㈰、19日㈰、 
午前10時～正午　先着20名（要申込） 
参加費：3,500円（山田錦みそ5㎏） 
持ち物：作った味噌を入れる容器、エプロン、 
　　　　三角巾、マスク、使い捨てビニール手袋 
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イベント名・内容 と　き ところ 問い合わせ 

4/5○日 第7回JFAサンライズリーグ関西（サッカー） 
県立三木総合防災公園　
�85－2201

第2陸上競技場 

4/19○日 第6回三木総合防災公園スプリングマラ
ソン大会 

第2陸上競技場・園内一円 

～4/5○日 第24回神戸オープンテニス2015
ブルボンビーンズドーム
�85－8413

ブルボンビーンズドーム 
4/26○日～29○水 DUNLOP KOBE OPEN 2015 

国際車いすテニストーナメント 

バス待合所や食料品販売所、喫茶コーナーを併

設し、地域の交流拠点となっている「わくわくス

テーション」でフリーマーケットを開催します。 

日時　4月4日㈯ 

　午前9時～午後3時 

場所　自由が丘中公園 

　わくわくステーション 

　（志染町中自由が丘2丁 

　 目372－13） 

 

第4回 わくわくフリーマーケット 

わくわくステーション　�87－0989問 

MIKI夢ステーションは5周年を迎えました。 

日頃の感謝の気持ちを込めて、店内および店頭

野菜専用レジにて1,000円以上お買い上げの先着

200名様に三木市指定ごみ袋を進呈します。家族

や友達をお誘いのうえ、ご来店ください。 

日時　4月3日㈮　午前10時～午後5時 
場所　MIKI夢ステーション（福井2丁目12－43） 
内容　えぷろん三木日替り定食＆お弁当、地元
店のパン・回転焼・肉・魚・惣菜、千円均一シ

ューズ＆バッグ、春の寄せ植え、ポット花など

を販売 

MIKI夢ステーション（三木鉄道記念公園内） 
�88－8790

5周年ＭＩＫＩ夢ステーション感謝祭 

問 

診療所 

コンビニ 

至緑が丘→ 

わくわく 
ステーション 

↑
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志
染
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ス 

自
由
が
丘
中
公
園 

N

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ 

み
き
を
元
気
に 

人
権
の
目 

く
ら
し
の
情
報 

相
　
談 

健
　
康 

町
ぐ
る
み
健
診 

教
室
・
講
座 

募
　
集 

催
　
し 

子
育
て 



平成27年4月号　広報みき 32

春爛漫の好時節、桜の美しい三木城跡

で「さくら茶会」を開催します。桜の花

を愛でながら、抹茶を楽しみませんか。 

時間　午前10時～午後1時（先着200名） 

会場　雲龍寺横駐車場（上の丸町） 

（雨天の場合、中央公民館） 

※車は市役所駐車場、文化会館駐車場に

駐車してください。 

法界寺に伝わる3幅の絵図を指しながら秀吉の3大城攻めと

して有名な三木合戦の模様を講談口調で語ります。 

 

午前１０時～、午後０時３０分～ 

法界寺（別所町東這田） 

今年も神戸電鉄と共催して「みっきぃハイキング」を実施します。

参加者には三木オリジナルの「みっきぃハイキング手帳」を配布。

全5回のうち3回参加で踏破賞を、5回全て参加で完歩賞の記念品を進

呈します。 

三木市観光協会　�83－8400問 

三木城は東播磨の守護代別所氏の居城で、南側に鷹尾山城、

宮ノ上要害などを配置し、三方を崖に囲まれた天然の堅城です。

「三木の干し殺し」で有名な三木合戦の舞台となった城跡を巡

ります。 

集合時間　午前9時15分 

集合場所　市役所みっきぃ広場 

※小雨決行。天候等でコースを変更する場合があります。 

法界寺の背後の山頂に位置する這

田村法界寺山ノ上付城跡から、朝日

ヶ丘土塁（多重土塁）、高木大塚城

跡までを巡るコースです。 

集合時間　①午前11時30分 

　　　　　　②午後1時 

集合場所　法界寺境内 

※雨天・雨天が予想される場合は中

止することがあります。 

（市）文化スポーツ振興課 

文化振興グループ 

問 

※雨天・雨天が予想される場合は中止することがあります。 

（当日の中止・決行の問い合わせ　午前7時以降　神鉄鈴蘭台駅 

�078－591－0064） 

（市）商工観光課　観光振興グループ 問 

志染駅→小林八幡神社付城跡→
歴史の森公園→高木大塚城跡→
法界寺（解散）→三木駅 

神戸電鉄　志染駅 
午前10時 

約10㎞ 

ルート 集合場所・時間 距離 

今後の開催日　第2回  5月5日㈫   第3回  7月5日㈰ 

　　　　　　　　第4回  9月13日㈰ 第5回  11月15日㈰

（市）文化スポーツ振興課　文化振興グループ 問 

※全て事前申込不要。当日受付。参加費無料。 
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のみ 

●お花見弁当と和菓子の販売 

観光協会前特設テントで期間限定の花見

弁当と和菓子（三木食づくりの会加盟店）

を販売。 

販売期間：4月12日㈰まで 

午前11時～午後1時（予約可） 

●古式鍛錬　金物資料館横（上の丸町） 

4月5日㈰　午前10時～ 

古式鍛錬場で、鑿の古式鍛錬を披露。 

●金剛寺春まつり　金剛寺（大村） 

4月12日㈰　午前10時～ 

大般若経の転読や不動さん護摩。午前11

時から鬼追式。 

●旧小河家別邸　（入館無料） 

土・日曜　　午前10時～午後4時 

●旧玉置家住宅（入館無料） 

開館時間　午前10時～午後

4時（火曜休館） 

◎甲冑展示 

4月19日㈰～5月1日㈮ 

三木甲冑倶楽部の協力により、鎧、兜などを展示。 

※4月の襖の下張り文書剥離・解読作業はありません。 

●季節の花情報　ツツジ 

八雲神社（別所町花尻） 

群生するコバノミツバツツ

ジが見ごろを迎えます。地元

が一丸となり、20年間に渡っ

て整備、保存してきました。4

月上旬から咲き始め、20日頃

に満開を迎え、下旬まで楽し

めます。 

三木山森林公園、三木ホースランドパーク、志染町青

山の市道緑が丘幹線沿いでもツツジが楽しめます。  

出産・子育ての情報や先輩パパママからのアドバイスを載せたパパの育児を応援する「パチパチ！パ

パ手帳」の配布対象者を拡大します。「パチパチ！パパ手帳」は、子どもの成長記録、パパの気持ちの

書き込みや写真も貼ることができ、オリジナルの成長記録となります。 

（市）子育て支援課　家庭支援グループ 問 

（市）子育て支援課（教育セ

ンター内）で随時配布しま

す。希望する方は取りに来

てください。証明書等は必

要ありません。 

平成25年4月～26年3月に生

まれた子を持つ父親 

個別に通知済 

（1月中～下旬） 

平成26年4月1日以降に母子

健康手帳を取得した配偶者 

平成26年4月1日以降に生ま

れた子を持つ父親 
配
布
対
象
 

配
布
方
法
・
場
所
 

平成27年1月からは、

母子手帳と一緒に配布し

ています。 

平成27年4月から配布
対象を拡大 

かっちゅう 

ふすま 
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内　　　　　容 と　き ところ 備考（対象・定員など） 問い合わせ 

吉川児童館 
�72－2220 
吉川児童館は、いつ
でも、自由に遊べま
す。 

開館時間 
（火～土曜） 
9：00～12:00 
13：00～16：30 
日曜、月曜、祝日、
年末年始は休み。 

すくすくひろば 
造形あそび 
ひかりであそぼう 

色々な素材を使って、光で遊びます。
春の光を集めます。 

4/8○水 
10：00～ 

吉川児童館 

吉川支所 

吉川児童館位置図 

吉　川 
体育館 

吉川温泉 
よかたん 

吉川児童館 

吉川児童館 
（吉川健康福祉センター３F） 

山
田
錦
の
館 

市では障がいを持つ児童や発達に支援の必要な児童に対して適切な療育等の支援を行う

ため、旧三木市民病院管理棟１階で委託により、放課後等デイサービスおよび児童発達支

援事業を実施します。（6月開設予定） 

4月13日㈪から相談の受付を開始します。下記事業の利用を希望する方は必ず電話で相

談日を予約してください。 

【相談予約受付】 
日時：月～金曜（4月13日㈪以降）午前8時30分～11時30分 
対応：障害児等発達支援事業開設準備室（社会福祉法人ゆたか会） 

�82－2000（市役所2階） 

問 （市）障害福祉課 

集団療育 個別療育 機能訓練 言語訓練 相談支援 

発達に支援が必要な就学児童に対して、
療育や機能訓練などを行います。また、
市民活動センターや特別支援学校で実施
していた障がい児アフタースクールの場
所を変更して充実した支援を行います。 

管理者、児童発達支援管理責任者、相談支援専門員、保育士、言語聴覚士、
臨床心理士、理学療法士、看護師、事務員等 

就学児童（小学1年生～高校3年生） 

20名/日 

日常生活における基本的な動作の指導、

知識技能の付与、集団生活への適応訓

練、個別療育、言語訓練などの支援を

行います。 

未就学児 

10名/日 

事業名 放課後等デイサービス 児童発達支援 

対象児 

定　員 

職　員 
配　置 

事
　
業
　
内
　
容 

学校・保育園等訪問 

ベビーマッサージ 
講師：寺尾直美さん 

3～4カ月の乳児と母親 
持ち物：母子手帳、バスタオル 
（要申込） 

4/21○火 
10：30～11：30

すくすくひろば 
もうすぐ子どもの日 

大きなこいのぼりを作って、もうす
ぐ来る子どもの日を楽しみます。 

5/1○金 
10：00～11：30

こどもまつり 
おしごと体験　チャレンジ
ゲーム 

乳幼児～小学生（要申込） 
色々な仕事にチャレンジしたりゲー
ムをしたりして楽しみます。 

5/9○土 
9：30～12：00
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市役所 

駐車場 

児童 
センター 

位置図 

文化 
会館 

サンライフ 
三木 

教育センター1F

児童センターは、い
つでも自由に遊べ
ます。屋外で遊ぶこ
ともできます。 

志染町公民館 4/7○火 

自由が丘公民館 4/8○水 

児童センター 
4/10○金 

4/22○水 

別所町公民館 4/14○火 

緑が丘町公民館 4/16○木 

青山公民館 4/17○金 

吉川児童館 4/22○水 

細川町公民館 4/28○火 

子育てキャラバン 

おもちゃで遊ぼう 
児童センター 4/2○木 

児童センター 4/15○水 

お知らせ 

午前7時の時点で
三木市に警報が発
令されている場合、
事業は中止します。 

ママのおしゃべり 
タイム 

子育て中の方ならどなたでも 
妊娠中のママも一度見学にお越しく
ださい。 

①志染町公民館 
②自由が丘公民館 

①4/6○月 
②4/17○金 
10：30～12：00

母親リフレッシュ教室 
アロマセラピー 
ヘッドマッサ－ジとハンド
クリーム作り 
講師：栗田佐久子さん 

乳幼児をもつ母親 
先着16組（要申込） 
　　　1歳以上（先着順、4/10○金まで） 
持ち物：タオル 
実費負担あり 

教育センター 
4/21○火 
10：00～11：30

ファミリーDay 
巨大こいのぼりを作ろう 

どなたでも 
持ち物：お茶、動きやすく汚れても
いい服装 

児童センター 
4/19○日 
10：00～11：00

子育てセミナー 
トイレトレーニングは
ゆっくりじっくり 
講師：吉井満寿美さん 

乳幼児を持つ親 
先着20組（要申込） 
　　　1歳以上（先着順、4/14○火まで） 
乳児の同伴可、幼児の同伴要相談 

教育センター 
4/28○火 
10：00～11：30

チャイルドシートの 
「引き取り」＆「貸し出し」 

ボランティアによる貸し出しです。
貸し出しは事前申込が必要。（シート
の寄贈をお願いします） 

市役所北玄関 
4/25○土 
9：30～11：00

（市）環境政策課　
交通防犯グループ 

キッズ体操教室 
マット・鉄棒・跳箱運動 
準備体操時に敏捷性・瞬発
力向上をめざした「かけっこ」
を導入。 

A 4歳～小学3年生 
B 5歳～小学3年生 
4,320円/月（週1回） 
（要申込） 

市民体育館 
火曜・金曜 
A15：45～16：45 
B16：45～17：45

三木山総合公園 
屋内プール 
�83－4442

三木山テニススクール 
はじめての方から中級の方
までクラス別にレッスンし
ます。 

小学生～高齢者 
各クラス　定員10名 
各クラス　月4回（要申込） 

三木山総合公園 
テニスコート 

月～水曜・金曜 
9：30～15：30 
16：30～20：30

三木山総合公園 
テニスコート 
�83－4309

60分：4,800円/月　90分：6,400円/月　120分･ナイター90分：7,200円/月 

託児 

託児 

青山公民館 
4/9○木 

赤ちゃんあつまれ 
4/3○金 

児童センター 
�82－2069 

開館時間変更の 
お知らせ 

9：00～17：00 
※12:00～13:00
は食事室のみ使
用できます。 
第4木曜、年末年
始は休み。 
教室参加申込時間 
13：00～17：00

親子の絆づくり講座
BPプログラム 
赤ちゃんがきた！  

2～5カ月の乳児（第1子）と母親 
先着10組（要申込、4/30○木まで） 
教材費：860円  

神和保育園 
（加佐八幡本176－1） 

5/14,21,28,6/4
（木曜、全4回） 
13：30～15：30

神和保育園 
�82－7363 
�82－7369

保育士による絵本の読み聞かせやふ
れあい遊び、手遊びなど 
親子で楽しいひと時を過ごしませんか。
いろいろなスタイルの「子育てキャ
ラバン」があります。選んで参加し
てください。 
持ち物：お茶、上靴、タオル、帽子
など 
時間は10：00～11：30 
青山は  9：30～10：50 
志染は10：00～15：00
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資源プラスチック 可燃ごみ 

市では次のことを目的に1月から指定ご

み袋制度を試行し、この4月1日から本格的

に実施します。 

①分別の徹底により、可燃ごみに含まれて

いるプラスチック類を資源化する。 

②あわせて、可燃ごみの一層の減量化をも

図る。　　 

 

 

袋の価格は、厚み、大きさ、販売枚数の

単位、店舗などによって異なります。 

また、資源プラスチック用の指定ごみ袋

は厚みがあるため割高になっています。 

 

 

これまで住民説明会の開催やチラシの配布などで指定ごみ袋の導入について啓発して

きました。 

1月から3月の試行期間を経て、4月からはさらなる定着を促進するため、指定ごみ袋以

外のごみ袋でごみ出しをした場合は、「取り残し」を行うことで指定ごみ袋の周知・徹底

を図ります。 

なお、従来から分別されていないものは「取り残し」をしてきており、4月以降、指定

ごみ袋でも分別されていなければ「取り残し」します。 

 

 

ごみステーションは、地元自治会に管理をしていただいています。 

ごみステーションの利用に当たっては、地元自

治会のルールに従い、ごみ出しマナーを守り指定

ごみ袋をご利用ください。 

また、市民の皆様は自治会活動に参加し、地域

の環境美化と住みよいまちづくりにご協力をお願

いします。 

 

清掃センター　�83－2608問 

指定ごみ袋 

市販のごみ袋 

12.5円 

11.8円 


